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　　　　　　　　　もち
つきたてのお餅はおいしいね
今月号の主な内容　　　　　　　憩月2鰻・松之山保育所でf餅つき」

収穫の喜ぴ一農業祭、華麗な舞踊一芸能祭…2

衆議院議員総選挙・県蝿事選挙の結果………4

わだい・フォト／穏刈り体験ツアー一　　◆・6

みんなの広場／郡展の入賞作品紹介………・8

お簿らせ／税金教室、女性の健康相談会……12

が行われ、近所のおじいちゃん3人が応

援に駆けつけ圏兇と一緒槻餅つきを行い

ました。お餅：はさっそく全員でいただき

ましたが、つきたてのおいしいお餅に園

見たちは何度もおかわりしていました。

釧難，、，

圃圏回圃
窃超》罎麗《麟鰹》

奉認ちゃん　橿原　諭・千津さん

　　　　　小谷（干場）

お《糟灘《罵電》

樋ロトリさん騒歳

　　　　　湯　山／大圏屋〉

高橋幸吉さん　75歳

　　　　　天水鶏（金田屋）

※9月i弩から30鶏までの騒串分です，

※広報に載せてほしくない方は、煽鎚のとき

に窓1コにお譲ください。

町の動き
　　　　　　　王o月王鷲環姦

総人驚3，465人（一2〉

　男王，680人（一2〉

　女ま，785入（の
撹帯数王，絡2戸（一玉）

　　　　（　）内は蔚月との姥較

温泉定休8
塗｝ 1温泉センター碑の湯

徳月
”　　24 15

　　3璽

”月
肇4
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ぽくの絵わたしの絵 浦田保育駈
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駄

も
　
　
　
ヤ
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解

　　ぽくのおばあちゃん

おばあちゃんが柿をたべているところ

ぽくはこべていないの

〈うさぎ組〉
つましめゑまだ　を

妻嶋真樹くん

（湯之鳥・準八）

鴇

〈うさぎ組〉

つましおあホひろ

婁嶋箪：弘くん

（鑓変立・向〉
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ぼくのおじいちゃんとおばあちゃん

　おじいちゃんとおばあちゃんが2人で

ねているところ

　　　　　　　　　　　2姻　　9月定例議会（25iヨまで）

　　　　　　　　　　　沁月”費～”月紛段の予定

　　　　　　　　　　　興田　成分献斑（役場）

　　　　　　　　　　　焉類　リハビリ教室
9月のできごと　　　　　　　娼矯　郡美徳展（～20・松代町〉

2購　罠盈婁爵金　　　　　　　26欝　時美衛展（～28〉

鉛臼　総務戻生委轟会　　　　　27ε1第三5回農業祭・芸能祭

玉1臼　経済建設婁員会　　　　　　3矯　東規小学校闘校記念式

王7iヨ　農業婁員会総会　　　　　　7翰　犬・猫の引取り　く役場）

　　議会運営委員会　　　　　　8iヨ　乳幼兇鹸科横診

21目　秋の交通安全運動（～30）　9欝　秋の火災予防運動（～15／

　
「
わ
だ
い
篇
の
雛
ー
ナ
ー
で
栗
の

議
題
を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
子
供

の
こ
ろ
は
畢
朝
の
薄
暗
い
こ
ろ
か
ら

粟
拾
い
¢
出
か
け
た
こ
と
を
思
い
繍

し
豪
す
。
ポ
ケ
ッ
ト
い
っ
ぱ
い
に
、
粟

を
拾
う
と
嬢
し
く
て
、
嬉
し
く
て
。

嵐
が
強
い
賦
は
、
夜
中
で
も
懐
中
電

灯
を
手
に
夢
中
で
栗
の
木
の
下
へ
走

っ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
ま
だ
早

い
人
が
い
て
悔
し
か
っ
た
。
▼
捻
っ

た
栗
は
生
で
食
べ
た
り
し
ま
し
た
。

栗
の
コ
リ
コ
リ
と
し
た
鰻
ご
た
え
と

甘
み
は
最
高
で
し
た
。
難
で
た
り
、

焼
い
た
栗
も
う
ま
奪
た
．
そ
し
て
、

あ
の
粟
の
シ
ブ
昧
も
ま
た
懐
か
し
い
！

編
集
室
か
ら

イ4

ー
の
O
寸
1
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第26回美術展第絡回芸能祭第15回農業祭

参加した観て食べて

献の録勲

秋
の
一
大
祭
典
、
農
業
祭
・
芸
能

祭
・
蔓
術
展
“
が
秋
蜜
の
広
が
っ
た

十
月
二
十
ヒ
篠
、
自
然
休
養
村
セ
ン

タ
｝
と
驚
畏
体
欝
館
を
工
場
載
闘
催

さ
れ
麺
ベ
ニ
、
○
○
○
入
の
人
串
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
、

　
午
蔚
九
跨
、
佐
藤
利
毒
町
長
・
の

鏡
翻
り
で
祭
9
が
㎜
開
幕
。
セ
ン
タ
ー

一
階
の
野
菜
即
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

開
店
離
か
　
長
い
行
列
が
で
き
る
ほ

ど
で
大
勢
の
入
が
野
沢
菜
や
、
長
ネ
ギ

な
ど
新
鮮
な
野
菜
を
、
興
い
求
め
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
萌
で
は
特
産
㎜

即
売
や
農
機
翼
等
機
械
の
展
竃
賊
売
、

錦
鯉
展
示
即
売
、
ツ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

プ
に
よ
る
バ
ザ
…
な
ど
各
マ
ー
ナ
ー

に
も
品
物
を
翼
い
求
め
る
人
々
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
蟹
例
の
ジ
ャ

ン
ボ
か
ぽ
ち
ゃ
∬
ン
テ
ス
ト
に
は
、

今
年
は
約
購
○
点
が
出
展
さ
れ
、
大

き
さ
や
重
さ
を
競
い
合
い
豪
し
た
。

　
試
食
コ
ー
ナ
ー
は
午
鹸
十
謀
欝
に

オ
ー
プ
ン
。
手
打
ち
そ
ば
や
コ
シ
ヒ

カ
リ
お
に
ぎ
り
、
も
ち
、
な
め
こ
井

な
ど
一
、
九
（
）
○
食
が
用
意
さ
れ
ま

し
た
が
、
す
べ
て
集
ま
っ
た
人
た
ち

の
お
な
か
に
納
ま
り
ま
し
た
。
今
年

は
、
大
厳
寺
蕩
原
で
穫
れ
た
そ
ば
粉

を
使
っ
た
そ
ば
が
好
評
で
し
た
。

撫藁

織…
蕪灘職轍

　
セ
ン
タ
…
二
階
で
は
、
わ
が
家
の

昧
蔚
慢
コ
ー
ナ
ー
や
食
推
展
示
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
各
家
庭
の
昧
や

大
翌
を
利
絹
し
た
料
理
の
試
食
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
芸
能
祭
会
場
の
体
欝
館
で
は
、
町

文
化
協
会
の
み
な
さ
ん
が
田
ご
ろ
練

習
し
て
き
た
鍵
議
や
舞
踊
な
ど
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
．
ま
た
朗
継
趨
麟
と
上

川
手
歌
舞
伎
も
上
演
さ
れ
、
金
場
を

う
め
た
観
客
か
　
盛
ん
な
拍
手
が
贈

ら
れ
て
い
譲
し
た
伽

　
美
術
展
の
会
場
は
セ
ン
タ
…
二
階
、

今
隼
も
書
道
、
絵
一
顧
、
写
翼
、
生
け

花
な
ど
約
、
孫
点
の
作
繍
の
ほ
か
不
老

闘
剛
人
所
餐
の
薫
㎜
燈
や
リ
ハ
ビ
リ
教
室

　　輪
撚
ノ7

　
へ翼鎌

ぎ
ノ

の
み
な
さ
ん
の
ち
ぎ
り
絵
な
ど
約
九

＋
点
も
展
承
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
作

品
も
力
作
で
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
作

蕪
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
じ
っ
イ
、
り
と
鑑

賞
し
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
、

ジ
ャ
ン
ボ
か
ぽ
ち
ゃ

重
量
当
て
ク
イ
ズ

　
今
年
の
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぽ
ち
ゃ
の
璽

量
当
て
ク
イ
ズ
の
疑
解
は
、
三
照
．

五
詩
で
し
た
。
次
の
方
々
が
入
欝
さ

れ
ま
し
た
．
　
　
…
敬
称
略
…

《
ピ
タ
リ
賞
》
三
臨
・
五
詩
蓑
嵩
橋

翼
弥
（
中
罵
）
　
《
準
ピ
タ
リ
賞
》
三

購
。
三
キ
鷲
嚢
倉
重
徳
次
郎
（
嘗
根
）

《
近
い
で
賞
》
三
闘
・
○
キ
凱
蓑
小
野

塚
欝
美
子
（
東
斑
）
小
野
塚
哲
男
〈
天

水
鶴
）
嵩
橋
正
作
（
同
〉
溝
水
礼
美

子
（
藤
禽
〉
、
三
五
・
○
キ
獄
嚢
村
山

蕉
爽
（
上
川
手
〉
竹
内
二
三
懸
（
豊

田
〉
村
山
文
井
（
上
廻
手
〉
小
野
塚

俊
輔
（
東
趨
）
小
野
塚
展
次
（
岡
〉

吉
籔
鳶
希
子
（
大
鶴
村
）

2

ど
づ
ま
ヂ
も
も
ニ
　
て
も
ぞ
　
ヤ
　
　
　
ノ
イ
　
ち
き
　
　
ネ

5
憲
望
を
軍
蔑
勢
藩
ご
碧
．
贈

ウ
童
綾
↑
煮
昌
践
鯵
鵯
漏
憂
蓬

餐
麟
盤
鴇
轟
雀
導
蓼
聾
贈
琶
き
巌
・

蟹誌i11

馨

灘

日本一の相撲堪句を堪能
　　　　ゆ　とり
松之宙湯鳥フェスティバルを開催

　
今
奪
は
芸
能
祭
の
会
場
で
、
　
「
松

之
山
湯
嵐
㎜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
㎜
開

縫
さ
れ
ま
し
た
。
特
甥
記
念
講
演
と

し
て
、
冗
大
相
撲
の
呼
び
繊
し
三
郎

さ
ん
を
紹
き
「
私
が
歩
ん
だ
道
し
と

題
し
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
こ
れ
か
ら
相
撲
を
観

る
蒔
の
視
点
や
相
撲
会
の
襲
話
、
ま

た
横
綱
曝
関
の
下
着
や
関
取
が
髪
を

結
う
時
の
ひ
も
な
ど
を
持
参
し
、
楽

し
く
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
翼
本

一
の
相
撲
蓬
句
も
披
露
さ
れ
会
場
の

聴
衆
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　
購
髭
グ
ラ
ン
ド
管
理
棟
二
階
で
は
、

湯
鳥
大
学
で
取
り
総
ん
だ
菊
や
陶
芸

な
ど
約
蟹
煮
の
ほ
か
公
践
館
の
各
種

教
室
の
活
勤
内
容
を
綴
介
す
る
写
輿

な
ど
が
展
示
さ
れ
、
大
勢
の
人
が
興

昧
深
く
晃
入
つ
て
い
ま
し
た
。

3
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今
奪
は
芸
能
祭
の
会
場
で
、
　
「
松

之
山
湯
嵐
㎜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
㎜
開

縫
さ
れ
ま
し
た
。
特
甥
記
念
講
演
と

し
て
、
冗
大
相
撲
の
呼
び
繊
し
三
郎

さ
ん
を
紹
き
「
私
が
歩
ん
だ
道
し
と

題
し
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
こ
れ
か
ら
相
撲
を
観

る
蒔
の
視
点
や
相
撲
会
の
襲
話
、
ま

た
横
綱
曝
関
の
下
着
や
関
取
が
髪
を

結
う
時
の
ひ
も
な
ど
を
持
参
し
、
楽

し
く
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
翼
本

一
の
相
撲
蓬
句
も
披
露
さ
れ
会
場
の

聴
衆
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　
購
髭
グ
ラ
ン
ド
管
理
棟
二
階
で
は
、

湯
鳥
大
学
で
取
り
総
ん
だ
菊
や
陶
芸

な
ど
約
蟹
煮
の
ほ
か
公
践
館
の
各
種

教
室
の
活
勤
内
容
を
綴
介
す
る
写
輿

な
ど
が
展
示
さ
れ
、
大
勢
の
人
が
興

昧
深
く
晃
入
つ
て
い
ま
し
た
。
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新
潟
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知
事
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第
囲
十
～
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

が
十
月
二
十
欝
、
小
選
挙
区
比
例
代

表
鍾
立
制
と
い
う
新
し
い
綱
度
で
初

め
て
行
わ
れ
憲
し
た
。
醐
票
の
結
果
、

新
潟
察
第
六
区
選
挙
区
で
は
嵐
門
嵐
響
修

砥
が
筒
井
僑
隆
疵
を
購
、
二
七
一
票

差
で
十
度
目
の
当
選
を
果
た
し
ま
し

た
。　
今
鐡
は
、
新
し
い
調
度
で
の
は
じ

め
て
の
選
挙
と
あ
っ
て
そ
の
結
累
が

瀧
灘
さ
れ
ま
し
た
．
全
團
の
投
票
率

は
史
上
簸
低
の
五
九
・
○
％
、
漿
内

の
平
均
投
票
率
は
六
八
・
八
五
％
と

萌
園
よ
り
も
七
・
五
鱈
％
下
回
る
と

い
う
繕
果
で
し
た
。
松
之
山
購
開
票

区
に
お
け
る
投
票
率
は
、
箭
翻
の
九

　
き
　
鷺
　
票
　
鵜
　
町
　
山
　
之
　
舩
　
果
　
結
　
区
　
挙
　
選
　
小
　
院
　
議
　
衆

○
・
一
一
％
よ
り
蕊
・
囲
六
％
下
回

る
八
六
・
六
五
％
で
し
た
。

　
ま
た
、
第
十
五
回
新
潟
粟
知
事
選

挙
も
岡
臼
投
票
が
行
わ
れ
、
平
由
征

夫
氏
が
薄
選
さ
れ
ま
し
た
。
当
町
騨

票
区
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

つつい信隆 460票
さとう栄喜 2婆票

高鳥　　修 王，684票

あべ　正義 22G票
計 2，388票

最終有権者数 2，877人

投票者総数 2，493人

無効投票者数 憩5人

投　票　率 86．65％

衆議院比例代表結果く松之磁町開票鷺）

新社会党 25票 　　　　　澱灘鞠
緊’

　　　　　ノ凝　　　　で
　　　　　ダ騒、』す
　　　　　　　　o
新潟県知事選挙結果（松之撫町闇票獲〉

新党さきがけ 20票

籟本共産党 3艇票
民　主　党 掻6票
自由民主党 1，44L票

新　進　党 280票 よしだ　三男 338票

社会民主党 93票 ひらやま征夫 2，紛3票

計 2，306票 計 2，441票

最終有権者数 2，877人 最終有権者数 2，862人

投票者総数 2，4艇人 投票者総数 2，493人

無効投票者数 綿8人 無効投票者数 52人

投　票　率 86．69％

　　　’
投　票　率 87、簸％
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ら
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〇
五
三
、
三
七
九

　
　
よ
し
だ
三
場
　
二
三
黒
、
　
ご
二
九

凶票闇町撫之舩果結挙選事知県潟新

平
成
8
年
度
在
宅
福
祉
事
業
推
進
功
労
で

厚
生
大
臣
表
彰
を
受
章

　
十
月
八
日
、
東
東
都
千
代
田
区
に

あ
る
摩
生
雀
講
堂
で
「
平
成
八
年
度

保
健
事
業
・
往
竃
禰
祉
事
業
推
進
功

雛
灘
織
灘
難
難
，
　
　
、
鑛

飛
．
欝
糊
，
藩

　
　
纏
　
　
新
燭
県
　
　
　
　
難

　
　
磯
　
楚
爵
殿
撫

　
　
－
　
審
黙
町
は
老
人
描
祉
藩
に
ま
丁
9
　
、

鐵
叢
難
講
纏

　
　
　
顕
著
ぐ
あ
墜
ま
す

　
　
灘
よ
釜
・
裏
暫
蓄
畷
．

　
　
灘
亭
嵐
、
浄
ぞ
月
倉
　
　
灘

灘
．
．
欝
灘
騒

労
摩
盤
大
駆
表
彰
式
し
が
行
わ
れ
、

佐
藤
利
毒
町
長
が
串
鷹
。
こ
の
驚
で
、

当
鰹
が
在
宅
禰
祉
事
業
を
積
極
的
に

実
施
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

「
往
宅
禰
祉
事
業
し
部
溝
で
摩
生
大

欝
表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
今
醐
の
受
章
は
、
蔑
齢
轡
サ
ー
ビ

ス
調
整
チ
圭
ム
の
活
動
と
町
が
取
り

継
ん
で
い
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
町
で
は
蔑
齢
化
役
会
発
陶
け
、
今

後
も
筏
宅
橿
祉
事
業
を
積
極
的
続
推

進
し
て
行
き
ま
す
、

4

町
営
住
宅
第
2
団
地

入
居
者
募
集
期
臼
の
変
更
に
つ
い
て

　
平
成
九
年
脳
月
か
ら
の
供
驚
闘
始

に
陶
け
て
、
購
営
住
宅
第
二
懸
地
の

建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
、

　
当
初
は
牽
一
月
中
に
入
居
煮
の
公

募
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
諸
手
続

き
の
関
係
で
平
成
九
年
一
月
に
変
更

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
公
募
の
期

臼
が
来
ま
し
た
ら
、
改
め
て
ご
案
内

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、

　
な
お
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
松
之
撫
町
役
場
建
設
諜
建
設
係

ま
で
費
6
－
3
1
3
1
内
線
3
5

　　織撚蒙

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
と

第
2
鐵

ま
つ
の
や
ま

ゆ
と
り

湯
鳥
駅
伝
大
会

ゆ
と
鱗
部
門
で
三
省
チ
ー
ム
2
連
覇

　
さ
わ
や
か
な
秋
窪
が
広
が
っ
た
十

月
十
鷺
、
第
二
園
ま
つ
の
や
ま
湯
鳥

駅
伝
大
会
が
行
わ
れ
家
し
た
ゆ

　
縫
年
か
ら
一
新
し
た
駅
伝
大
会
、

今
年
は
地
域
や
掌
校
、
職
場
な
ど
か

ら
凱
十
五
チ
喜
ム
が
参
撫
し
ま
し
た
心

　
葎
箭
九
蒋
三
十
分
、
佐
藤
利
拳
町

長
の
弩
砲
で
休
養
轡
セ
ン
タ
ー
鹸
を

一
斉
に
ス
タ
言
ト
。
温
東
ス
キ
ー
場

と
小
谷
舞
窒
薦
場
を
経
由
し
て
ゴ
｝

ル
す
る
全
長
一
照
・
五
㎏
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
蔑
し
た
．
沿
道
の
声

援
を
受
け
、
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
の
タ
ス

キ
を
薦
鑓
二
五
七
人
の
選
手
が
松
之

山
路
を
快
建
し
ま
し
た
。

　
ゆ
と
ウ
部
門
で
は
、
三
蜜
チ
ー
ム

が
昨
年
と
岡
タ
イ
ム
で
優
勝
。
二
連

覇
を
栗
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
駅
伝
終
了
後
淀
健
康
マ
ラ

ソ
ン
も
行
わ
れ
保
青
園
兇
な
ど
が
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
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醗

て得嘘る

年金知嚢

国民年金の免除を受けた期閲の

　　保険藩斗はヂ追納」できます

　
　
蟹
災
隼
金
に
は
、
繊
帯
の
収
入
が

　
少
な
く
な
っ
た
ウ
し
て
、
ど
う
し
て

　
も
、
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
人
の

　
た
め
に
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
鰯
度

　
が
あ
り
濠
す
。

　
隅
は
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
三
分

　
の
一
と
し
て
計
算
さ
れ
、
少
な
い
額

…
し
登
奨
老
嚢
礎
箋

蒙
壽
る
ぎ
譲
を
謬
覇

平成8年度中に追納する場合

コ

の
葎
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
よ
り
満
額
に
近
い
額
の
年
金
を
受

け
る
た
め
、
保
険
料
が
納
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
「
追
納
し

し
豪
し
ょ
う
。

◇
免
除
を
受
け
た
期
闘
で
十
鶴
蔚
の

　
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す
．

〈
〉
追
納
は
、
先
に
経
過
し
て
い
る
免

　
除
月
の
分
か
ら
順
に
行
い
ま
す
．

◇
追
撫
額
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に

　
加
算
額
を
加
え
た
次
表
の
額
で
す
．

◇
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
餐
は
追

　
納
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
町
役
場
ま

た
は
上
越
社
会
保
険
事
務
所
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

《
町
役
場
圃
民
隼
金
挺
嚢
》

鷹
6
…
3
玉
3
ユ
内
線
5
4

《
上
越
祇
会
保
険
事
務
所
》

鶯
0
2
5
5
…
2
4
…
建
玉
1
1

追納額

王0，900円

玉0，770

10，620

10，460

三〇ラ4王0

王0，570

10，800

11，080

免除期問

度
度
度

61　年

62　年

63　隼

…度

度
度
度
度

uく》　　講十

　い元　葎
｝｛州
2　年
“｝陶

3　黛
欄脚岬

4　葺
㎜皿
5　鋒

6　彗
｝
7
　
鋒
8
　
彗

年

年

聾本翌・100
年劇　ユ1・700

蘇度荘而
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欝
糊
，
藩

　
　
纏
　
　
新
燭
県
　
　
　
　
難

　
　
磯
　
楚
爵
殿
撫

　
　
－
　
審
黙
町
は
老
人
描
祉
藩
に
ま
丁
9
　
、

鐵
叢
難
講
纏

　
　
　
顕
著
ぐ
あ
墜
ま
す

　
　
灘
よ
釜
・
裏
暫
蓄
畷
．

　
　
灘
亭
嵐
、
浄
ぞ
月
倉
　
　
灘

灘
．
．
欝
灘
騒

労
摩
盤
大
駆
表
彰
式
し
が
行
わ
れ
、

佐
藤
利
毒
町
長
が
串
鷹
。
こ
の
驚
で
、

当
鰹
が
在
宅
禰
祉
事
業
を
積
極
的
に

実
施
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

「
往
宅
禰
祉
事
業
し
部
溝
で
摩
生
大

欝
表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
今
醐
の
受
章
は
、
蔑
齢
轡
サ
ー
ビ

ス
調
整
チ
圭
ム
の
活
動
と
町
が
取
り

継
ん
で
い
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
町
で
は
蔑
齢
化
役
会
発
陶
け
、
今

後
も
筏
宅
橿
祉
事
業
を
積
極
的
続
推

進
し
て
行
き
ま
す
、

4

町
営
住
宅
第
2
団
地

入
居
者
募
集
期
臼
の
変
更
に
つ
い
て

　
平
成
九
年
脳
月
か
ら
の
供
驚
闘
始

に
陶
け
て
、
購
営
住
宅
第
二
懸
地
の

建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
、

　
当
初
は
牽
一
月
中
に
入
居
煮
の
公

募
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
諸
手
続

き
の
関
係
で
平
成
九
年
一
月
に
変
更

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
公
募
の
期

臼
が
来
ま
し
た
ら
、
改
め
て
ご
案
内

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、

　
な
お
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
松
之
撫
町
役
場
建
設
諜
建
設
係

ま
で
費
6
－
3
1
3
1
内
線
3
5

　　織撚蒙

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
と

第
2
鐵

ま
つ
の
や
ま

ゆ
と
り

湯
鳥
駅
伝
大
会

ゆ
と
鱗
部
門
で
三
省
チ
ー
ム
2
連
覇

　
さ
わ
や
か
な
秋
窪
が
広
が
っ
た
十

月
十
鷺
、
第
二
園
ま
つ
の
や
ま
湯
鳥

駅
伝
大
会
が
行
わ
れ
家
し
た
ゆ

　
縫
年
か
ら
一
新
し
た
駅
伝
大
会
、

今
年
は
地
域
や
掌
校
、
職
場
な
ど
か

ら
凱
十
五
チ
喜
ム
が
参
撫
し
ま
し
た
心

　
葎
箭
九
蒋
三
十
分
、
佐
藤
利
拳
町

長
の
弩
砲
で
休
養
轡
セ
ン
タ
ー
鹸
を

一
斉
に
ス
タ
言
ト
。
温
東
ス
キ
ー
場

と
小
谷
舞
窒
薦
場
を
経
由
し
て
ゴ
｝

ル
す
る
全
長
一
照
・
五
㎏
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
蔑
し
た
．
沿
道
の
声

援
を
受
け
、
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
の
タ
ス

キ
を
薦
鑓
二
五
七
人
の
選
手
が
松
之

山
路
を
快
建
し
ま
し
た
。

　
ゆ
と
ウ
部
門
で
は
、
三
蜜
チ
ー
ム

が
昨
年
と
岡
タ
イ
ム
で
優
勝
。
二
連

覇
を
栗
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
駅
伝
終
了
後
淀
健
康
マ
ラ

ソ
ン
も
行
わ
れ
保
青
園
兇
な
ど
が
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

瀦釧磯

劉
，
愈
醐
訓
…

簗囲二二三二蓋r董』1

纏L鍵雌』
俳潔塾．ri
I愕セ華簸．．．rl

詞2フン丈添！？拙
工り並晦籔コ

卸
ク
2

　
　
　
一

1翼弼簸研叩□菱』三．嬰－蒸』

1’1’『』l

i小…鑓ドラ踊ン2
i学1、懇遜菰．
降i3iジャステ終　．
i　l　i　』ハコワ怒
ll’拷’膿許一

1鱗L31羅二研野

醗

て得嘘る

年金知嚢

国民年金の免除を受けた期閲の

　　保険藩斗はヂ追納」できます

　
　
蟹
災
隼
金
に
は
、
繊
帯
の
収
入
が

　
少
な
く
な
っ
た
ウ
し
て
、
ど
う
し
て

　
も
、
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
人
の

　
た
め
に
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
鰯
度

　
が
あ
り
濠
す
。

　
隅
は
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
三
分

　
の
一
と
し
て
計
算
さ
れ
、
少
な
い
額

…
し
登
奨
老
嚢
礎
箋

蒙
壽
る
ぎ
譲
を
謬
覇

平成8年度中に追納する場合

コ

の
葎
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
よ
り
満
額
に
近
い
額
の
年
金
を
受

け
る
た
め
、
保
険
料
が
納
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
「
追
納
し

し
豪
し
ょ
う
。

◇
免
除
を
受
け
た
期
闘
で
十
鶴
蔚
の

　
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す
．

〈
〉
追
納
は
、
先
に
経
過
し
て
い
る
免

　
除
月
の
分
か
ら
順
に
行
い
ま
す
．

◇
追
撫
額
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に

　
加
算
額
を
加
え
た
次
表
の
額
で
す
．

◇
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
餐
は
追

　
納
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
町
役
場
ま

た
は
上
越
社
会
保
険
事
務
所
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

《
町
役
場
圃
民
隼
金
挺
嚢
》

鷹
6
…
3
玉
3
ユ
内
線
5
4

《
上
越
祇
会
保
険
事
務
所
》

鶯
0
2
5
5
…
2
4
…
建
玉
1
1

追納額

王0，900円

玉0，770

10，620

10，460

三〇ラ4王0

王0，570

10，800

11，080

免除期問

度
度
度

61　年

62　年

63　隼

…度

度
度
度
度

uく》　　講十

　い元　葎
｝｛州
2　年
“｝陶

3　黛
欄脚岬

4　葺
㎜皿
5　鋒

6　彗
｝
7
　
鋒
8
　
彗

年

年

聾本翌・100
年劇　ユ1・700

蘇度荘而
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農
免
農
道
浦
田
地
区
の

全
線
開
通
式

沁
月
2
5
欝
、
湯
之
島
集
落
で
農
免

農
道
浦
照
地
区
（
湯
之
轟
）
の
全
線

闇
通
武
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
午
繭
U

蒔
、
湯
之
轟
集
落
の
皆
さ
ん
が
見
守

る
中
、
藤
井
農
地
事
務
所
炎
や
鑑
藤

町
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
全

長
約
3
・
ー
キ
ロ
の
全
線
闘
通
を
祝

い
ま
し
た
。

噸
騰
職
馨
繍
難

灘
鑛
灘
黛

灘
農作業の蕾労や収穫の奮びを体験

　首都圏から稲刈り体験ツァーが来町

　憩月58、棚田支援蒲戻ネットワータの皆さんによ

るヂ稲刈り体験ツアーrが行われました。今簿の体験

ツアーには2歳兇から75歳までの39人が参擁、大半は

首都圏の人でしたが東都からも3人が参撫して、稲刈

りや縮かけを体験しました。獺刈りぴ）体験はあるが揺

かけは初めてという人が多く、穏刈り終了直後には雨

となってしまいましたが、それでも体力続自信のある

入は穏はこびや穰かけを体験していました。皆さんは

今園の体験で、農作業の蕃労を蜘るとともに自ら収穫

したという憲びをかみしめていました．

織自痴”映画のテーマとしてすばらしい

　松之山安吾まつりで手塚氏が対談

　憩月欝臼、露然休養村センターで「松之山安脊まつ

り雌が行われ、町内外から約50入の参撫がありました、

今年の安吾まつりは、漫懸家の手塚冶虫氏の息子さん

で映薗監督の手塚眞さんとプロデューサーの古澤敏文

さんの対談が行われました。現在、塁塚さんは安蕎の

名作「露痴詳の映薩化を進めていることからf白痴が

映i蚕化されるまで」と題して対談が進められ、手塚さ

んは臓分は小学生のころから映懸をつくろうと思っ

ていた」や「なぜ、安暦に引かれたのか」などと熱っ

ぽく語っていました。

羅
霧
氏

　
　
　
購
難
斐

　
　
　
ま
気

薄
議

．
蒙
窯
｛

雷
轡
讐
㌘
幽
㌻

灘
．
吾

灘舩

盤
蕊

シ
灘
、

鞍
㌧

・
騨
、

聖
．

繍

親子で…ヨイショ！綱引き大会

　ほくほく線開業記念カップ予選会

　来春3月に闘業予定のほくほく線（北越北線〉。こ

の調業を記念して、U月9磁鰯こファミリー綱引き大

会が松代町で闘催されますが、憩月26臼松代町・松之

出町の地区大会予選会がJ　Aしぶみのご協力を得て盛

大に闘催され霧した。主催饗の予想をはるかに上圏る

岡町で29チームが参撫、決勝大会を目指し熱い戦いが

繰り広げられました。当町からも難チームが参加、綱

引きの盛んな当斑が上位を独占する形となりました。

当町からは「深山会X一天水越地区」と「松之山スト

ロングスー松之出地区3が待望の決勝大会へのキップ

を勝ち取りました。

6

ゆ
き
ぐ
に
森
林
組
合

作
文
等
入
賞
者
の
紹
介
、

霞
然
な
ど
テ
ー
マ
に
作
鹸
を
寡
集

し
ま
し
た
。
入
欝
暫
を
紹
介
し
ま
す
．
．

門
詩
・
作
文
の
部
㎞
優
秀
賞
藝
滝
沢
㎜

あ
ゆ
み
（
松
中
？
騨
年
〉
、
入
選
藝
野
澤
、

沙
醤
禽
ハ
浦
懸
小
6
奪
〉
小
見
太
郎

（
浦
磁
小
5
奪
）
佐
藤
慧
美
（
松
墾
　
甜

小
5
年
）
野
本
由
佳
璽
（
松
鋸
小
5
　
．

年
）
久
保
照
良
（
浦
懇
小
5
年
）
盤
　
．

藤
健
（
浦
照
小
5
葬
）
　
【
絵
画
・
ポ
　
．

ス
タ
ー
の
部
｝
優
秀
欝
辱
灘
塚
誠
（
松
・

之
山
小
5
年
〉
、
入
選
馨
脳
辺
愛
ハ
松

之
山
小
5
鐸
〉
渡
辺
恵
（
松
之
山
小
　
r

5
年
〉
滝
沢
み
ゆ
き
（
松
禦
小
6
葎
）

門
標
語
の
部
｝
擾
秀
賞
莚
佐
藤
俊
之
　
㎜

｛
松
中
i
隼
〉
蕎
橋
沙
織
〈
松
中
3
　
“

年
）
、
入
選
超
石
塚
直
人
（
松
中
i
葎
）
・

麺
山
葉
子
ハ
松
中
3
隼
〉
姪
藤
悠
里

（
松
中
3
年
）
…
敬
称
絡

4
r
　
、

置裟、

　　醇

小中芸能発表交歓会

　憩月28藏、簿戻体膏館で小中学校

芸能発裏交歓会が行われました．第

圭部では学校溺の楽羅合奏や合唱な

ど類頃の練習の成果を発表しました。

全員による「濠っかな秋」も合唱さ

れ、会場はすてきなハーモニーで包

まれていました．また、第2部では

フルートとオカリナの演奏会が行わ

れ、真則に聞きノ、っていました。

　　　　　　　　　　　　　　　」

キノ：コ狩りで秋蟻満喫”

　憩月6臼と鎗欝、大厳寺高原でfキ

ノコ狩り大会」力瞬テわれ濠したな　2

沼聞で繋内外から選べ250人が参撫

し、快購に恵まれた高漂でキノコ狼

りを楽しみました。採ってきたキノ

コは、きのこ博士から鑑定してもら

いましたが、食べられないキノコが

多く、ちょっとがっか！）した様子。

参撫考は、畳食のキノコ料理に蓉鼓

を打ち秋を満喫していました。

前
町
長
の
村
山
政
光
さ
ん
に

麟
勲
四
等
旭
日
小
綬
章

麟
町
長
の
村
山
政
光
さ
ん

が
地
方
自
治
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
平
成
8
舘
秋
の
叙
勲

で
「
勲
照
等
趨
欝
小
綬
童
妬

を
受
童
さ
れ
ま
し
た
の

U
月
5
鷺
、
県
庁
講
鴬
で

伝
達
式
が
行
わ
れ
、
、
平
撫
知

事
か
ら
勲
輩
が
乎
渡
さ
れ
ま

し
た
．
村
山
さ
ん
は
、
昭
憩
2
6
奪
続
2
6
歳

の
鷲
さ
で
樗
議
会
ぼ
灘
選
、
以
来
昭

和
妬
爺
ま
で
の
5
期
2
む
舘
の
永
き
に

わ
た
り
在
職
し
、
特
に
紹
秘
紛
雑
か

ら
M
年
聞
は
議
会
議
擾
と
し
て
議
会

の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

談
た
昭
秘
50
年
に
は
購
長
に
当
選
、

平
成
7
奪
藪
で
の
5
期
2
0
年
間
豊
欝

な
経
験
と
蟻
抜
な
る
識
箆
を
も
っ
て

地
方
露
治
の
発
展
に
翼
献
さ
れ
た
も

の
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、

　　　　　　　　　　　　　　貸農園で黛稲刈り”

　　　　　　　　　　　　　　工0月鎗臼・稔藏の2罎間、グ

　　　　　　　　　　　　　　サーンリース事業「ふるさと貸農

　　　　　　　　　　　　　騒」で穣刈りが行われました、今

　　　　　　　　　　　　　年はいままでの中で一番の作樋

懸灘欝鰹麟鎌膿饗鷺と劾姦参難磯郭の鎌

翻霧麟1㌶簿1

町スーパーコシヒカリ団地が優秀賞

　欝月29鷺、大島村ふれあい館

で郡農業改喪普及事業脇議会ら

が憲催する「菓頸城お米フェス

ティバル・．1力藩蜀縷され、東頚米

を売りだそうとこの春に初めて

郡内郷轡紅1ヵ漸ずっ設置した、

「スーパーコシヒカリ懸地」の

表彰1式もぞテわれました鈴珪又穫し

た米は総合的に覇漸され、当時

は優秀賞を受賞し糞したも　また、

事例発表や特産の展示・叛売な

ども行われ．ました。
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農
免
農
道
浦
田
地
区
の

全
線
開
通
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沁
月
2
5
欝
、
湯
之
島
集
落
で
農
免

農
道
浦
照
地
区
（
湯
之
轟
）
の
全
線

闇
通
武
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
午
繭
U

蒔
、
湯
之
轟
集
落
の
皆
さ
ん
が
見
守

る
中
、
藤
井
農
地
事
務
所
炎
や
鑑
藤

町
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
全

長
約
3
・
ー
キ
ロ
の
全
線
闘
通
を
祝

い
ま
し
た
。

噸
騰
職
馨
繍
難

灘
鑛
灘
黛

灘
農作業の蕾労や収穫の奮びを体験

　首都圏から稲刈り体験ツァーが来町

　憩月58、棚田支援蒲戻ネットワータの皆さんによ

るヂ稲刈り体験ツアーrが行われました。今簿の体験

ツアーには2歳兇から75歳までの39人が参擁、大半は

首都圏の人でしたが東都からも3人が参撫して、稲刈

りや縮かけを体験しました。獺刈りぴ）体験はあるが揺

かけは初めてという人が多く、穏刈り終了直後には雨

となってしまいましたが、それでも体力続自信のある

入は穏はこびや穰かけを体験していました。皆さんは

今園の体験で、農作業の蕃労を蜘るとともに自ら収穫

したという憲びをかみしめていました．

織自痴”映画のテーマとしてすばらしい

　松之山安吾まつりで手塚氏が対談

　憩月欝臼、露然休養村センターで「松之山安脊まつ

り雌が行われ、町内外から約50入の参撫がありました、

今年の安吾まつりは、漫懸家の手塚冶虫氏の息子さん

で映薗監督の手塚眞さんとプロデューサーの古澤敏文

さんの対談が行われました。現在、塁塚さんは安蕎の

名作「露痴詳の映薩化を進めていることからf白痴が

映i蚕化されるまで」と題して対談が進められ、手塚さ

んは臓分は小学生のころから映懸をつくろうと思っ

ていた」や「なぜ、安暦に引かれたのか」などと熱っ

ぽく語っていました。

羅
霧
氏

　
　
　
購
難
斐

　
　
　
ま
気

薄
議

．
蒙
窯
｛

雷
轡
讐
㌘
幽
㌻

灘
．
吾

灘舩

盤
蕊

シ
灘
、

鞍
㌧

・
騨
、

聖
．

繍

親子で…ヨイショ！綱引き大会

　ほくほく線開業記念カップ予選会

　来春3月に闘業予定のほくほく線（北越北線〉。こ

の調業を記念して、U月9磁鰯こファミリー綱引き大

会が松代町で闘催されますが、憩月26臼松代町・松之

出町の地区大会予選会がJ　Aしぶみのご協力を得て盛

大に闘催され霧した。主催饗の予想をはるかに上圏る

岡町で29チームが参撫、決勝大会を目指し熱い戦いが

繰り広げられました。当町からも難チームが参加、綱

引きの盛んな当斑が上位を独占する形となりました。

当町からは「深山会X一天水越地区」と「松之山スト

ロングスー松之出地区3が待望の決勝大会へのキップ

を勝ち取りました。
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ゆ
き
ぐ
に
森
林
組
合

作
文
等
入
賞
者
の
紹
介
、

霞
然
な
ど
テ
ー
マ
に
作
鹸
を
寡
集

し
ま
し
た
。
入
欝
暫
を
紹
介
し
ま
す
．
．

門
詩
・
作
文
の
部
㎞
優
秀
賞
藝
滝
沢
㎜

あ
ゆ
み
（
松
中
？
騨
年
〉
、
入
選
藝
野
澤
、

沙
醤
禽
ハ
浦
懸
小
6
奪
〉
小
見
太
郎

（
浦
磁
小
5
奪
）
佐
藤
慧
美
（
松
墾
　
甜

小
5
年
）
野
本
由
佳
璽
（
松
鋸
小
5
　
．

年
）
久
保
照
良
（
浦
懇
小
5
年
）
盤
　
．

藤
健
（
浦
照
小
5
葬
）
　
【
絵
画
・
ポ
　
．

ス
タ
ー
の
部
｝
優
秀
欝
辱
灘
塚
誠
（
松
・

之
山
小
5
年
〉
、
入
選
馨
脳
辺
愛
ハ
松

之
山
小
5
鐸
〉
渡
辺
恵
（
松
之
山
小
　
r

5
年
〉
滝
沢
み
ゆ
き
（
松
禦
小
6
葎
）

門
標
語
の
部
｝
擾
秀
賞
莚
佐
藤
俊
之
　
㎜

｛
松
中
i
隼
〉
蕎
橋
沙
織
〈
松
中
3
　
“

年
）
、
入
選
超
石
塚
直
人
（
松
中
i
葎
）
・

麺
山
葉
子
ハ
松
中
3
隼
〉
姪
藤
悠
里

（
松
中
3
年
）
…
敬
称
絡

4
r
　
、

置裟、

　　醇

小中芸能発表交歓会

　憩月28藏、簿戻体膏館で小中学校

芸能発裏交歓会が行われました．第

圭部では学校溺の楽羅合奏や合唱な

ど類頃の練習の成果を発表しました。

全員による「濠っかな秋」も合唱さ

れ、会場はすてきなハーモニーで包

まれていました．また、第2部では

フルートとオカリナの演奏会が行わ

れ、真則に聞きノ、っていました。

　　　　　　　　　　　　　　　」

キノ：コ狩りで秋蟻満喫”

　憩月6臼と鎗欝、大厳寺高原でfキ

ノコ狩り大会」力瞬テわれ濠したな　2

沼聞で繋内外から選べ250人が参撫

し、快購に恵まれた高漂でキノコ狼

りを楽しみました。採ってきたキノ

コは、きのこ博士から鑑定してもら

いましたが、食べられないキノコが

多く、ちょっとがっか！）した様子。

参撫考は、畳食のキノコ料理に蓉鼓

を打ち秋を満喫していました。

前
町
長
の
村
山
政
光
さ
ん
に

麟
勲
四
等
旭
日
小
綬
章

麟
町
長
の
村
山
政
光
さ
ん

が
地
方
自
治
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
平
成
8
舘
秋
の
叙
勲

で
「
勲
照
等
趨
欝
小
綬
童
妬

を
受
童
さ
れ
ま
し
た
の

U
月
5
鷺
、
県
庁
講
鴬
で

伝
達
式
が
行
わ
れ
、
、
平
撫
知

事
か
ら
勲
輩
が
乎
渡
さ
れ
ま

し
た
．
村
山
さ
ん
は
、
昭
憩
2
6
奪
続
2
6
歳

の
鷲
さ
で
樗
議
会
ぼ
灘
選
、
以
来
昭

和
妬
爺
ま
で
の
5
期
2
む
舘
の
永
き
に

わ
た
り
在
職
し
、
特
に
紹
秘
紛
雑
か

ら
M
年
聞
は
議
会
議
擾
と
し
て
議
会

の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

談
た
昭
秘
50
年
に
は
購
長
に
当
選
、

平
成
7
奪
藪
で
の
5
期
2
0
年
間
豊
欝

な
経
験
と
蟻
抜
な
る
識
箆
を
も
っ
て

地
方
露
治
の
発
展
に
翼
献
さ
れ
た
も

の
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、

　　　　　　　　　　　　　　貸農園で黛稲刈り”

　　　　　　　　　　　　　　工0月鎗臼・稔藏の2罎間、グ

　　　　　　　　　　　　　　サーンリース事業「ふるさと貸農

　　　　　　　　　　　　　騒」で穣刈りが行われました、今

　　　　　　　　　　　　　年はいままでの中で一番の作樋

懸灘欝鰹麟鎌膿饗鷺と劾姦参難磯郭の鎌

翻霧麟1㌶簿1

町スーパーコシヒカリ団地が優秀賞

　欝月29鷺、大島村ふれあい館

で郡農業改喪普及事業脇議会ら

が憲催する「菓頸城お米フェス

ティバル・．1力藩蜀縷され、東頚米

を売りだそうとこの春に初めて

郡内郷轡紅1ヵ漸ずっ設置した、

「スーパーコシヒカリ懸地」の

表彰1式もぞテわれました鈴珪又穫し

た米は総合的に覇漸され、当時

は優秀賞を受賞し糞したも　また、

事例発表や特産の展示・叛売な

ども行われ．ました。
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　　　　　　　　　　　　大

昭秘6隼8月盗まれ獅子座

会社員

見
三
代
子
さ
ん
（
蚕
池
．
畢
場
〉

これからも精一杯

　私は、カンエツ興業株式会1縫に勤めて

2庫目紅なります。事務の経験はなく最

初のころは、仕事がわからず紅芦惑って

し求いました．いろいろと数多くの宍敗

をしてみなさんに迷惑をかけたことを思

い出します。

　圭年が過ぎ少しずつですが、仕事もわ

かり始め自分なりにですががんばってい

ます。これからもいろいろと勉強をし、

みなさんに迷惑をかけないようにがんぱ

っていきたいと思います昏

　そして、これからは「Uターンしてき

て良かった」　7松之山の簿幾でよかった3

と思えるように精一杯がんばっていこう

と思っていますo

　段当たりのよい山の斜面の草地に生える

多年草。高さi～王．5搬．地下茎は太く横

にはう。茎の先の枝分かれが多く、小さい

花を密につける。葉がゴマの葉に似ている

ことから、頽名がついた。若芽は食べられ

る。　ぎ松之山の櫨物謬より

自
然
が
ノ

だ
い
す
き

⑳

私
は
角
を
晃
て
い
る

十
六
夜
の
月
を
取
ろ
う
と
誘
え
ば

き
み
は
黙
っ
て
車
豪
戯
す

就
N
者
で
も
な
い
キ
、
み
と
い
る
や
す
ら
ギ
ヤ

い
に
し
え
の
人
々
が
あ
お
い
肩
を
み
つ
め

命
の
神
秘
を
厳
か
に
受
け
止
め
た
夜

時
が
溶
け
た
は
ず
の

心
異
の
静
…
寂
　

宙
搬
の
蘭
嗣
は
遼
い
一
速
い
熟
償

斑
　
柳

も
騨
人
の
俺
を
許
さ
ぬ
影
法
飾

侮
っ
た
ツ
ケ
が
相
手
の
勝
ち
名
乗
り

な
つ
か
し
い
歌
に
遠
い
β
ま
た
も
ど
り

　
　
　
黒
　
倉
コ
枚
顧
〉
草
射
　
正
孝

柳
友
偉
晶
紹
介

ど
う
見
て
も
売
約
済
み
が
欲
し
く
な
る

口
八
丁
与
八
丁
・
包
丁
錆
び
た
・
ま
ま

幅
ひ
ろ
い
父
の
響
中
は
防
波
壕

ひ西清
ろ

子欝顧

詩熟
拠

じ
か
ん
た
ん
し
ゅ
く

（
至
上
命
令
を
下
す
は
だ
れ
？
）

ア
イ
デ
ィ
ア
も
セ
ー
ル
ス
も
決
め
手
は

じ
か
ん
た
ん
し
ゅ
く

限
り
あ
る
我
ら
の
命
の
先
手
を
打
っ
か
の
よ
う
に

ま
つ
の
や
ま
文
芸

そ
の
岡
じ
命
を
持
つ
我
ら
は

じ
か
ん
た
ん
し
ゅ
く
を
愛
し
両
乎
で
時
を
捕
ま
え
る

（
時
は
隻
き
物
な
の
？
）

だ
が
　
隻
の
は
か
な
さ
を
知
る
我
ら
の

だ
れ
が
そ
れ
を
止
め
得
よ
う

私
は
灘
を
見
て
い
る

き
み
は
黙
っ
て
煙
草
に
火
を
と
も
す

弼
者
で
も
な
い
き
み
と
い
る
や
す
ら
ぎ

十
六
夜

　
　
　
天
水
島
（
中
　
山
）
嵩
橋
　
玲
子
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ご意見やお便りお待ちしています

　　　このヨーナーでは、みなさんからのご意見やお便りなど

　　　をお待ちしてい象す。慰内のス潔一ツ、文化鐡体の濡動紹

　　介や｛中問の募集な1どにご琴琴罵ください。写真や絵醐・イラ

　　　ストなども大歓迎です。お気軽にご投稿ください。

　　　鎗月号の締め切り臼は、難月25鷺㈱です。送付先は松之

L　場　　広報　で

　　　　　　　　「

みんな
　の

広場
」

第15回郡美術展覧会書道部門　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
相沢靖子さん（雛騰校）が郡展賞に　　1

　憩縁18撫から2帽まで、松代町総合体青館で第焉回東頸城郡美術　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ展覧会力欄盤れ、鋼か磯道部門で多数の方がヌ贋しました・特i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きに安塚高校松之細分校の生徒の活躍が光りました。作晶を紹介します。1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　き
　　　　吃・・P織　　　　　　　　　　　　　　　　　〈書道部門〉
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台
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潮
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．
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ゆ

懸
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灘
灘
翻
議
欝
…
毒

隈
相
勇
．
奪
嚢
、
犠
蕎
嚢
糠
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、
広
萎
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暑
　
厳
驚
姦
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霧
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簑
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饗

奨励賞ゼ兼題」

小野塚千裕
　　　さん

（湯糧紛校〉

＼
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
わ
が
家
の
人
気
者

　あかりちゃん登場
　　　　　　　　　　（2歳3カ月）

i村山一雄・高位さん長女〈湯本・｛姻屋〉i
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　きを　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ

i　こんにちは、わたしの名爺は村山あかりで1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
iす．ときどき自分の名蔚を「あたり」と覆っ　，

iてしまいます。まだ、　ヂか」の発音がちょっ　1

…
i　と苦手です。

　　あたりは、お祭りが大好きです，今年は
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　il　「と一たん誌　ヂた一たん」と一緒にいろいろ　、
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　き
凶6。19i

　　き
　　き　　き　　～　　多　　き　　き　　き　　で　　～　　ち　　き　　ト　　事　　｝　　き　　タ　　多　　｝　　鼻

1なお祭りに参撫しました。大きなおみこしの　、

あ麗ついて歩いたウ・盆鋤をしたり・上l

F越のお祭りでは金魚すくいもやって、楽しか　i

　ったよ。金魚すくいは初めてだったけど、か　1

1わいい繍齢っばいつカ・まえ就たド顔
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
1かりは皿ヒ手だねl」とみんながほめてくれま
ぎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　キき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

iした・

i　今年、おばあちゃんからお祭！ンのはんてん　、

iを蜀て紡い、とって鱒れしかったです・1
ミ

i今度のお祭りはいつあるのかな，畢くかわいい
を

iいはんてんを着てお祭りほ行きたいな。
き

i　【お母さんから…言》健康で自然の好きな子

猛勲盤嫌寛，、
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　　　　　　　　　　　　大

昭秘6隼8月盗まれ獅子座

会社員

見
三
代
子
さ
ん
（
蚕
池
．
畢
場
〉

これからも精一杯

　私は、カンエツ興業株式会1縫に勤めて

2庫目紅なります。事務の経験はなく最

初のころは、仕事がわからず紅芦惑って

し求いました．いろいろと数多くの宍敗

をしてみなさんに迷惑をかけたことを思

い出します。

　圭年が過ぎ少しずつですが、仕事もわ

かり始め自分なりにですががんばってい

ます。これからもいろいろと勉強をし、

みなさんに迷惑をかけないようにがんぱ

っていきたいと思います昏

　そして、これからは「Uターンしてき

て良かった」　7松之山の簿幾でよかった3

と思えるように精一杯がんばっていこう

と思っていますo

　段当たりのよい山の斜面の草地に生える

多年草。高さi～王．5搬．地下茎は太く横

にはう。茎の先の枝分かれが多く、小さい

花を密につける。葉がゴマの葉に似ている

ことから、頽名がついた。若芽は食べられ

る。　ぎ松之山の櫨物謬より

自
然
が
ノ

だ
い
す
き

⑳

私
は
角
を
晃
て
い
る

十
六
夜
の
月
を
取
ろ
う
と
誘
え
ば

き
み
は
黙
っ
て
車
豪
戯
す

就
N
者
で
も
な
い
キ
、
み
と
い
る
や
す
ら
ギ
ヤ

い
に
し
え
の
人
々
が
あ
お
い
肩
を
み
つ
め

命
の
神
秘
を
厳
か
に
受
け
止
め
た
夜

時
が
溶
け
た
は
ず
の

心
異
の
静
…
寂
　

宙
搬
の
蘭
嗣
は
遼
い
一
速
い
熟
償

斑
　
柳

も
騨
人
の
俺
を
許
さ
ぬ
影
法
飾

侮
っ
た
ツ
ケ
が
相
手
の
勝
ち
名
乗
り

な
つ
か
し
い
歌
に
遠
い
β
ま
た
も
ど
り

　
　
　
黒
　
倉
コ
枚
顧
〉
草
射
　
正
孝

柳
友
偉
晶
紹
介

ど
う
見
て
も
売
約
済
み
が
欲
し
く
な
る

口
八
丁
与
八
丁
・
包
丁
錆
び
た
・
ま
ま

幅
ひ
ろ
い
父
の
響
中
は
防
波
壕

ひ西清
ろ

子欝顧

詩熟
拠

じ
か
ん
た
ん
し
ゅ
く

（
至
上
命
令
を
下
す
は
だ
れ
？
）

ア
イ
デ
ィ
ア
も
セ
ー
ル
ス
も
決
め
手
は

じ
か
ん
た
ん
し
ゅ
く

限
り
あ
る
我
ら
の
命
の
先
手
を
打
っ
か
の
よ
う
に

ま
つ
の
や
ま
文
芸

そ
の
岡
じ
命
を
持
つ
我
ら
は

じ
か
ん
た
ん
し
ゅ
く
を
愛
し
両
乎
で
時
を
捕
ま
え
る

（
時
は
隻
き
物
な
の
？
）

だ
が
　
隻
の
は
か
な
さ
を
知
る
我
ら
の

だ
れ
が
そ
れ
を
止
め
得
よ
う

私
は
灘
を
見
て
い
る

き
み
は
黙
っ
て
煙
草
に
火
を
と
も
す

弼
者
で
も
な
い
き
み
と
い
る
や
す
ら
ぎ

十
六
夜

　
　
　
天
水
島
（
中
　
山
）
嵩
橋
　
玲
子

9

ご意見やお便りお待ちしています

　　　このヨーナーでは、みなさんからのご意見やお便りなど

　　　をお待ちしてい象す。慰内のス潔一ツ、文化鐡体の濡動紹

　　介や｛中問の募集な1どにご琴琴罵ください。写真や絵醐・イラ

　　　ストなども大歓迎です。お気軽にご投稿ください。

　　　鎗月号の締め切り臼は、難月25鷺㈱です。送付先は松之

L　場　　広報　で

　　　　　　　　「

みんな
　の

広場
」

第15回郡美術展覧会書道部門　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
相沢靖子さん（雛騰校）が郡展賞に　　1

　憩縁18撫から2帽まで、松代町総合体青館で第焉回東頸城郡美術　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ展覧会力欄盤れ、鋼か磯道部門で多数の方がヌ贋しました・特i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きに安塚高校松之細分校の生徒の活躍が光りました。作晶を紹介します。1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　き
　　　　吃・・P織　　　　　　　　　　　　　　　　　〈書道部門〉

蓉影

通
繭
鍵
蕉
叢
エ
台
撞
蕉
鉱
蘇
憲

蓑，

饗
、
震
嫁
誓
籍
遇
疹
多
轟
㈱
ゆ
義

・
姦
壌
撫
註
駅
竃
毒
、
曜
熾
斎
寮
蟻
戴
採

～
潮
緯
ム
構
鑑
蔽
ぶ
纈
4
撰
詫
噸
奔
ま

薮
ぴ
離
蝋
薄
酬
嚇
系
念
轡
紅
夢
（
疹
鍍
毎

舗
蝉
急
灘
翁
壷
廊
潔
熱
博
、
慧
醒
鴻
激

嚢
拶
嫉
．
渓
影
遜
部
ゆ
藍
琳
一
満
嫁
輻
‘
・
毒

響
．
航
％
昂
藻
庫
義
携
鰯
穆
嬢
強
病
葎
ぢ
…

毒
幸
慧
載
溝
、
紙
輩
鷺
覇
鰐
謬
幾
穂

響
情
蝦
葬
碕
争
奮
侮
、
3
差
菰
奪
建

…
露
窪
葵
瞬
馨
」
振
岱
紬
雛
唄
薔
瀞
伍
篠

罰
誕
魚
樵
爆
霧
凄
貰
漆
戴
艦
惨
漁
我

義
ゆ
タ
ぜ
鷺
あ
α
慧
構
如
紳
’
騨
夢
踊
阪
戴

重
｝
薮
霧
％
総
距
轟
謁
凄
濠
紬
嫉

嬢
慮
葎
斜
㍍
参
郵
壷
封
禽
｛
義
姦
壷
焚
梅

離
嬢
嵐
寒
寵
疹
シ
み
帖
御
舜
を
遜
穣
購
漣
淑

蕊
露
瀬
嘉
，
・
灘
壌
歪
．
餓
幣
菅
満
ず
、
翁
働

難
纂
｝
箏
哩
ぽ
轡
黛
．
燭
れ
薙
罫
，
｛
圭
美
榊

　
糞
纐
霧
栂
狸
乳
・
｝
母
醤
禽
縫

　
　
　
　
　
薪
擁
動
γ
¢
嘉
婁
＾
撃
ノ
幡
沸
ッ
鐘
菱
蕊
帖

慧

驚講罐

・
　
、
懲
灘
叡
　
議
饗
、
鷺
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
溝
一
郎
さ
ん

　
　
　
奨
励
賞
、
漢
詩
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
里
小
教
諭
〉

椥
竹
内
蓬
え
（
曲
冤
照
。
松
代
幽
局
）
　
ー
に
　
蓼

醗
，
．
、
幾
あ
箆
蘇
灘
駕
殊
　
ぱ
蝦

轍
繭
緯
誌
．
”
舞
恥
　
潟
嚢
馨
，
輪
蹴

」
響
酸
潅
濃
海
淳
…
　
減
　
　
鷺

詩
σ
審
婁
羅
裂
疇
篶
窒
霧
姦
）
．
一
　
　
．
諾

陵
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

少
さ
　
　
　
高
橋
釈
葵
さ
ん
（
天
水
島
、
松
之
由
分
校
）
．
　
　
　
　
　
　
　
禅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

懸
響
灘
灘
翻
議
欝
…
毒

隈
相
勇
．
奪
嚢
、
犠
蕎
嚢
糠
　
藩
、
広
萎
零

暑
　
厳
驚
姦
嶺
繋
霧
蒙
簑
簿
難
饗

奨励賞ゼ兼題」

小野塚千裕
　　　さん

（湯糧紛校〉

＼
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
わ
が
家
の
人
気
者

　あかりちゃん登場
　　　　　　　　　　（2歳3カ月）

i村山一雄・高位さん長女〈湯本・｛姻屋〉i
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　きを　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ

i　こんにちは、わたしの名爺は村山あかりで1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
iす．ときどき自分の名蔚を「あたり」と覆っ　，

iてしまいます。まだ、　ヂか」の発音がちょっ　1

…
i　と苦手です。

　　あたりは、お祭りが大好きです，今年は
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　il　「と一たん誌　ヂた一たん」と一緒にいろいろ　、
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　き
凶6。19i

　　き
　　き　　き　　～　　多　　き　　き　　き　　で　　～　　ち　　き　　ト　　事　　｝　　き　　タ　　多　　｝　　鼻

1なお祭りに参撫しました。大きなおみこしの　、

あ麗ついて歩いたウ・盆鋤をしたり・上l

F越のお祭りでは金魚すくいもやって、楽しか　i

　ったよ。金魚すくいは初めてだったけど、か　1

1わいい繍齢っばいつカ・まえ就たド顔
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
1かりは皿ヒ手だねl」とみんながほめてくれま
ぎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　キき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

iした・

i　今年、おばあちゃんからお祭！ンのはんてん　、

iを蜀て紡い、とって鱒れしかったです・1
ミ

i今度のお祭りはいつあるのかな，畢くかわいい
を

iいはんてんを着てお祭りほ行きたいな。
き

i　【お母さんから…言》健康で自然の好きな子

猛勲盤嫌寛，、
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“

こ
握当　武田

松之山町生涯i学習だより

とり

・
湯
翫30公民館　費6＿2265

事
業
案
内
㍗
％

　
　
　
　
　
　
　
　
璽
　
　
　
　
　
　
　
ー

田
コ
旨
贅
，
口
」

陰
騰
墜
難
も
　
慶

　
だ
れ
で
も
餓
軽
に
楽
し
め
る
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
求
ー
ル
の
郡
大
会
で
す
．

仲
問
で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
臼
　
n
月
2
3
鷺
㈹
勤
労
感
謝
の
臼

▼
蒔
間
　
午
鹸
9
時
～
午
後
2
時

▼
会
場
　
安
塚
町
B
＆
G
、
安
塚
窩
校

▼
競
技
方
法

　
①
東
頸
ル
ー
ル
の
部
（
女
姓
〉

　
②
全
圏
ル
ー
ル
の
部
（
女
牲
〉

　
③
全
圏
ル
ー
ル
の
部
（
男
女
混
合
）

　
　
※
男
女
各
2
人
で
プ
レ
ー

▼
資
格
　
郡
内
屠
住
3
0
歳
以
上
男
女

　
　
　
　
一
チ
ー
ム
4
～
8
名

▼
硝
込
　
U
月
蔦
臼
㈱
ま
で
に
安
塚

　
　
　
斑
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
署

　
　
　
（
6
－
3
2
王
O
）
へ

　
ダ
ン
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
楽
し
く
遊

び
ま
す
。

▼
期
臼
　
熱
月
欝
欝
㈱

▼
時
間
　
午
繭
9
蒔
～
H
時

▼
場
所
　
　
窃
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

矧
禦
剃
圏
』

　
女
性
の
熱
い
戦
い
が
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
ま
す
、
。
ご
朗
待
下
さ
い
。

▼
糊
顕
　
熱
月
焉
田
㈱

▼
時
闘
　
午
後
7
時
～
9
瞬
3
倉
分

▼
場
所
　
町
蔑
体
育
館

黙蜜

夢

現
代
お
や
じ
学
講
座

成
人
実
駕
講
鷹

プ
ロ
鶴
学
ぶ
家
庭
料
理

　
成
人
実
絹
講
座
、
現
代
お
や
じ
学

講
座
禽
岡
で
お
こ
な
い
ま
す
。
家
庭

で
で
き
る
プ
ロ
の
き
の
こ
料
理
に
銚

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
で
き
た
料
理

を
肴
に
懇
親
会
あ
り
、

　
翻
碁
愛
好
脅
の
み
な
さ
ん
、
郡
大

会
で
う
で
だ
め
し
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
、

　
手
作
り
の
竹
と
ん
ぼ
や
コ
マ
で
楽

し
く
遊
ぼ
う
。

▼
講
麟

▼
期
鷺

▼
時
闘

▼
場
所

志
賀
政
弘
さ
ん
（
松
口
〉

H
月
2
4
日
㈲

卑
萬
9
時
～
U
時

町
艮
体
膏
館

｝

U
月
泌
縫
㈱

午
葡
8
時
3
0
分
～
年
後
4
鱒

牧
栂
公
罠
館

　
　
　
な

参
舶
費
56
円

　
　
　
…

n
月
斑
謄
ま
で
に
松
之
山

溝
公
戻
館
（
6
－
2
2
6
ゑ
へ

郷9　
　
　
聾
｝
曜
　
　
　
　
　
　
　
　
婁
　
　
　
F
；

▼
講
締

▼
鯛
段

▼
場
勝

▼
費
駕

女
性
ネ
ツ
蓑
ワ
韮
ク
研
修
会

サ
ー
ス
作
り

　
プ
ド
ウ
や
ア
ケ
ビ
の
つ
る
で
す
て

き
な
リ
ー
ス
作
り
を
し
ま
し
よ
う
。

▼
講
舗
　
浜
川
せ
つ
さ
ん
（
松
代
町
）

▼
期
総
　
難
月
3
0
田
㈹

▼
時
間
　
午
後
ユ
時
3
G
分
～

▼
場
所
　
自
嫌
勘
休
養
村
セ
ン
タ
ー

生
け
花
教
蜜

冬
で
も
素
敵
億
生
獄
よ
う

　
冬
で
も
楽
し
め
る
山
野
草
を
い
け

ま
し
ょ
う
。

▼
期
臼
　
捻
月
3
臼
㈹

▼
蒔
閥
　
午
後
8
時
～

▼
場
漸
　
霞
然
休
養
村
セ
ン
タ
肇

女
性
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
礒
修
会
一

滝
沢
博
さ
ん
撚
之
山
人
栂
づ
ク
〉

難
月
鐙
日
㈱

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
輩

材
料
費
珊
門
、
懇
親
会
費
㈱
円

　
　
　
　
　
　
　
　
1

▼
期
顧

▼
時
間

▼
金
場

▼
費
囎

▼
申
込

　
本
場
韓
團
の
キ
ム
チ
作
り
に
挑
戦

し
ま
す
。

▼
講
麟
　
渡
辺
淑
子
さ
ん
他

▼
期
臼
　
鷲
月
6
臼
㈱

▼
時
間
　
午
後
7
時
～

雛
6
人
制
バ
レ
ー
求
ー
ル
大
会

　
郡
内
の
男
子
バ
レ
ー
ボ
…
ル
の
愛

好
脅
に
よ
る
郡
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
決

定
戦
で
す
、

▼
期
臼
捻
月
8
臼
㈲

▼
会
場
松
代
町

ニ
コ
議
コ
教
室

　
鷲
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
室
は
、

楽
し
い
ク
解
ス
マ
ス
禽

　
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
、
す
て
き
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る
よ
。
チ
ビ
ッ
葺
大

集
合
！

▼
期
段
　
1
2
月
U
臼
㈱

▼
時
間
　
午
甫
9
時
～
n
時

▼
場
漸
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

イO

釜
O

轟

　難月24臼償〉をも

って町罠俗資料館

を冬期閉館します。

ご利罵ありがとう

ございました。

ξ
…
…
…
…
…
…
…
ξ
…
…
多
し
多
…
量
多
量
｝
量
…
多
｝
｛
…
…
…
…

鵬　㎜　霧饗　麟　　翻
i購之醜1罷濠麟劉1
議灘、ンP．P　p＿，瀾・ワ”己一鵠零灘識、＿＿（灘㍗卜N驚．，一帥，，．く．．．瑠．1、司，．燃《認

1

　もうすぐ讐妻の降る薄雲鐵董となり該す。雪善まこ；れ．ま

で私たち続とって鷹介麿と考」えられてきました。

しかしこの厄介蕎を逆畢にとって雪を兇藏し、雪

を活期しようという渤き1がおこってきてい象す。

「雪をどのように克服し、秘絹していった

　らよいのか』

をテーマ尋こ講麟売生がご自身の実体験と各衛購村

の取9翻みを紹介くださいます。ぜひお聞きくだ

さい麿

講師　樋ロ利明践

　　　　刺雪親鷺協会会長（牽疏鰐衛）
i欝自溢ザ門Fガノ＿蹄．

講麟プロフィール

　玉954銀　麗盗

　玉977銀　十霞町帝役所勤務

　工988隼　　嶺蒙を　「克雪黍彗雲雪頑）象」　と二して建

　　　　　設
　王995隼　　・悸一黛潤丁闘臨議

　　　　　利讐しんせっ協会設立

期縫　　12月2B（潟〉

時聞　7時39分～3時

場所　休養村センター

協賛　JAしぶみ、町商工会、町PTA

　　松之出町盗涯学警推進本部

一生涯学習コーナー　　　　　＿

家庭、学校、社会が肩を組むってのは

嚢い突．曇や㌘鰐、艇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボ掌習システムの現状　　　　　　　　　　　　　　　　、

　人聞が生涯を通じて、その資質・能力を

のばし、喪体的な成長を続けていく上で、

教欝や掌習の果たす俊翻はたいへんに大き

く、人生の各段階に応じて豊かな掌習機会

が提供されていることが大切です。

　今鐵の総本における掌習機会は、家庭教曹、掌校教膏、

被会教欝等の「教欝の各分野」ごとに独自に運営怒れてい

るタテ型の掌習システムで、各分野聞の連携・臨力が不十

されています。

　
　
　
　
　
習
摘
充
型
黒
視
少

各
て
本
の
掌
指
拡

　
　
　
　
　
　
が
の

　
　
　
　
欝
型
と
会

　
　
　
　
　
　
こ
機
後

　
　
　
　
　
　
な
習
今
校
充
劔

　
　
　
被
る
分
掌
　今後はタテ型学習システムの擾漸を蕊かしつつ、象獲、

掌校、勧会の黒暫が一体となった総禽的な学翼機会を整備

拡充していく視点に立つことが必要です。

　劔えば、欝少年糊における教膏・掌翌はややもすると学

校に征せきりになっている都分が大きいとされています。

しかし、盗涯にわたる学習の暴本は家魔教欝で培われるべ

きものですから、家庭の教麿力の醐復を籔ることが重要で

す。そのためには、家健と学校や歎会（地域）が連携して

いくことが大切となるのですo

連携のための審立て

　例えば、子どもを健全に欝成するという視点に立って関

係教曹分野を総含的にとらえてみ藪しょう。子どもが生活

している理境は家庭、掌校、地域です。したがってこれら

すぺての礫境を教欝の場としておさえ、掌校は霞己完結型

閉鎖的におちいることなく、家庭あるいは地域が学校に参

加する姿勢をもち、掌校や教緬も象薩・地域の教育溜動の

場に参舶していくことが重要です。

　
昨
年
度
よ
り
新
津
帯
金
津

地
内
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
た
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

が
、
1
0
月
王
臼
に
醐
館
し
ま

し
た
．
新
潟
曝
埋
蔵
文
化
財

調
甕
事
業
腰
は
こ
れ
ま
で
新

潟
市
一
番
堀
通
の
事
業
懸
本

部
と
岡
市
曾
秘
の
分
室
と
に

分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
新
設

紅
伴
い
岡
セ
ン
タ
ー
内
へ
移

転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

埋
蔵
文
化
財
セ
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タ
ー
に
は

遺
物
な
ど
の
整
理
作
業
を
行

う
整
理
室
や
晒
修
室
、
遺
物

を
良
好
な
状
態
で
保
存
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
保
存

処
理
・
分
析
室
を
は
じ
め
と

し
て
、
髭
に
土
露
や
贋
雛
を

収
蔵
す
る
収
蔵
灘
、
保
篠
の

鐸

難
し
い
木
製
最
や
鉄
製
轟
等
を
収
蔵

す
る
特
劉
収
蔵
庫
、
完
形
土
羅
等
収

蔵
庫
な
ど
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
ほ
か
に
遺
物
の
展
示
蜜
も
あ
り
、

土
・
臼
・
祝
祭
霞
も
一
般
に
公
闘
さ

れ
見
掌
が
可
能
で
す
。
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あ
り
、

土
・
臼
・
祝
祭
霞
も
一
般
に
公
闘
さ

れ
見
掌
が
可
能
で
す
。

▼
漸
在
地
　
新
津
毒
金
津
9
3
の
ー

▼
連
絡
（
0
2
5
0
〉
2
5
！
3
9
8
1

獣篤

購
榊
蒙図想

秘剣龍牙　　　　　　　　　芦部漸牽郎

人聞通　　　　　　　　　　　　矢沢永一

蜜の名蔚　　　　　　　　　　　高橋健驚

窩沢賢治心象の嵐景　　　　　　拝堂雅夫

顔の掌校　　　　　　　　　　　小患裕一

水鳥の関　上・下　　　　　　平巻考枝

つき諜しては女を　　　　　　　瀧部良

餓分はおすわりの黛　　　　　いせひでこ

犀グリム童謡濃を読む　　　　　小澤俊夫

タマタマ女　　　　　　　　　墨中満智子

リン潔ウ先盗東窟珍鐵録　　　　　　林望

丁OKYO　BAY　　　　　　野地治1孝
潔クが大きくなったら

　　　　　　ネイチャー・プ嶽ダクシ透ン

薬いらずの簡単健康料理　　　間野蕎合子

撮本の鎖然　　　　　　　　　　　水越裁

陶工麗1　　　　　　　　　隅工廃編集部

羽生1マジック　　　　　　　　羽癒善漉

鷺光懸讐地物語　　　　　　　　禰繊憩美
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一
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i
認
喜
i
…
軌
…
…
；
…
一
ミ
一
5
…
F
‘
5
ー
多
｛
，
セ
ー
筆
ー
E
■
5
モ
一
，
詐
■
さ
1
手
季
F
ξ
養
－
多
芋
　
拳
善
一
き
F

税
金
教
室
に
参
加
　
の

し
て
み
ま
せ
ん
か
　
練

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内

　
　
　
　
　
　
総
務
課
税
務
係
　
（

　
郡
内
の
み
な
さ
ん
を
対
象
賦
「
み

ん
な
で
税
紅
強
く
な
ろ
う
し
、
コ
つ

で
も
多
く
の
税
金
無
識
を
身
を
つ
け

よ
う
し
を
罎
標
に
糊
税
金
教
窯
》
を

鵜
催
し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
ご
近
所
お
誘
い
の
う
え

ご
参
触
く
だ
さ
い
。

◆
環
鋳
蛙
、
平
成
8
庫
難
月
婚
田
｛
容

肇
後
王
時
3
0
分
か
ら
（
2
蒔
聞
程
痩
）

◆
場
漸
難
浦
畷
原
村
中
央
公
磯
館
3

説の

藷
★
／

4
ん
薪
蔦
＼

ハ
一
．
》

ー
ぴ
』

※

踏
講
堂
◆
講
師
巽
轟
賠
税
務
署
、
烹

越
財
務
箏
務
所
◆
内
容
舞
く
　
し
と

税
金
、
所
得
税
と
住
罠
税
、
県
・
郷

村
か
ら
の
お
簿
ら
せ
◆
問
い
合
わ
せ

讐
松
之
山
購
役
場
総
務
諜
税
務
係
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

女
性
の
た
め
の
　
　
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚
s

健
康
相
談
を
開
催
獅
簾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
上
越
保
健
勝
　
費

　
上
越
保
健
所
で
は
、
焦
涯
を
通
じ

て
女
性
の
健
康
支
援
の
た
め
、
鎗
月

王
欝
よ
り
「
女
牲
の
た
め
の
、
健
康

相
談
会
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご

参
糠
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者
赫
思
春
鰯
か
ら
更
年
期
の

女
性
や
家
蕨
の
方
◆
相
談
内
容
騒
妊

娠
、
遷
妊
、
家
族
計
爾
、
不
姪
、
蔓

年
期
陣
審
等
女
性
の
心
身
の
健
康
に

関
す
る
全
般
的
な
相
談
に
旛
じ
ま
す
魯

◆
相
談
方
法
㍊
毎
月
…
回
保
健
所
に

お
い
て
相
談
会
を
闘
催
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
上
越
保
健
所
地
域
保
健
諜

へ
お
問
い
奮
わ
せ
く
だ
さ
い
．

　
｝
｝
｝
…
…
i
i
ー
■
｝
i
ξ
多
…
ヨ
i
・
き
…
…
｝
ー
…
i
i

　
ご
参
加
く
だ
さ
い
　
　
鉗

　
リ
ゾ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
駈
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
き

　
　
　
嬢
奪
で
毒
茎
饗

　
新
潟
県
お
よ
び
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・

リ
ゾ
ー
ト
新
潟
整
備
鑑
進
協
議
会
が

叢
縫
し
て
、
「
リ
ゾ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
穏

を
闘
簾
し
ま
す
。
内
容
は
「
魅
力
あ

　
る
リ
ゾ
ー
ト
づ
く
り
を
毒
え
る
し
で

す
。
参
撫
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期

瞬
ま
で
に
お
癖
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
疑
聴
§
平
成
8
鰯
難
月
2
0
鶏
（
水
）

午
後
玉
蒔
闘
会
◆
余
場
蛙
小
出
郷
文

化
会
館
（
北
魚
沼
郡
小
出
郷
）
◆
参

掬
費
難
無
料
（
た
だ
し
、
建
轟
は
先

藩
謝
名
ま
で
）
◆
購
し
込
み
・
問
い

脅
わ
せ
先
暮
参
加
餐
の
住
漸
、
氏
名
、

職
業
（
会
社
名
〉
、
電
額
番
弩
を
記

入
の
上
は
が
き
、
猟
、
ま
た
は
電
話

で
お
聯
し
込
み
く
だ
さ
い
。
新
潟
県

庁
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室
韓
費
内
線
｛
2
4

　
　
　
ぺ

0
7
）
猟
0
2
5
…
2
8
5
－
3
7
g
o

交差点事故を

　防止しましょう

論Q演1　急影奏
　　　　衛

…

個
別
訪
問
の
産
業
　
39

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄
鈴

保
健
相
談
を
開
始
鮒
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
き

　
十
臼
町
広
域
保
健
セ
ン
タ
嚢
　
費

　
労
働
省
委
託
事
業
で
労
働
者
数
5
纏

人
未
満
事
業
所
を
対
象
に
偶
劉
訪
閥

産
業
保
健
相
談
（
無
料
）
闘
始

　
当
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
…
で
は
、

毎
週
健
康
相
談
窓
欝
を
醐
設
し
て
い

ま
す
が
、
次
の
と
お
り
個
携
訪
問
に

よ
る
産
業
保
健
槻
談
（
無
料
〉
を
実

施
し
ま
す
。
鷹
麟
が
票
業
噺
へ
お
飼

い
し
、
保
健
．
雛
療
等
の
掘
談
に
の
り

親
切
に
指
導
し
ま
す
。
お
、
澱
軽
艦
．
」

利
湧
く
だ
さ
い
。

　
《
樹
談
・
指
導
の
主
な
内
容
》

①
健
康
診
断
結
果
に
基
づ
き
、
健
康

　
管
理
に
関
す
る
相
談
・
助
欝
な
ど

②
希
望
に
よ
り
、
職
場
の
巡
観
や
職

趨馴犠

　
場
環
境
改
善
に
関
す
る
助
舞
な
ど

③
保
健
・
鷹
療
｝
般
に
関
す
る
相
談
・

　
励
舞
（
講
話
な
ど
）

④
そ
の
飽
、
事
業
斬
の
希
望
事
項

《
闘
始
時
潮
》

　
平
成
8
年
鎗
月
か
ら

《
串
し
込
み
先
・
連
絡
先
》

　
十
田
購
広
域
圏
産
業
保
健
セ
ン
タ

ー
（
十
鷺
町
布
中
魚
沼
郡
医
師
会
事

　
　
　
　
ズ

務
所
内
）
独
0
2
S
7
…
5
2
－
5

9
8
0

ま
れ
る
期
闘
や
対
象
疾
患
な
ど
は
次

の
と
お
り
で
す
。
次
の
事
項
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
相
談
・

検
登
を
受
け
て
く
だ
さ
い
、

◆
受
診
期
聞
讐
昭
稲
5
3
奪
か
ら
昭
和

63
年
ま
で
◆
対
象
疾
患
翼
①
新
生
兇

出
撫
症
（
新
生
兜
メ
レ
ナ
等
）
等
の

新
生
兇
疾
患
や
未
熟
兇
で
生
ま
れ
た

子
ど
も
②
解
硬
変
や
翻
症
肝
炎
等
の

肝
臓
症
患
の
愚
巻
③
か
な
り
の
串
血

を
俘
う
乎
術
を
受
け
た
人
◆
問
い
禽

わ
せ
先
蓑
新
潟
緊
禰
祉
保
健
部
健
康

対
策
課
特
定
保
健
係
へ

‘2

H
－
V
感
染
の
無

料
検
査
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
県
福
祉
保
健
部

費紐25－

235－55難

　
鷹
療
機
関
で
葬
撫
熱
漁
液
凝
圃
照

子
製
襯
を
投
与
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
不
安
を
抱
い
て
い
る
患
餐
の
み

な
さ
ん
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、

保
健
所
で
鑑
名
の
絹
談
や
検
畳
（
無

料
〉
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
撫
液
製
剤
が
投
与
さ
れ
た
と
見
込

陸
・
海
・
空
の

自
衛
官
を
募
集

　
　
　
　
趨
霞
募
集
事
務
漸

　
防
衛
庁
で
は
、

姪癖255－
　　23－55緯

　
　
　
　
　
　
　
来
春
入
掌
の
宙
衛

窟
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
の

◆
募
集
自
衛
宮
篶
2
等
陸
・
海
．
窒

士
◆
募
集
朗
闘
暮
薙
間
を
通
じ
て
受

付
て
い
ま
す
◆
旛
墓
資
格
装
聞
本
麟

？

籍
を
衛
し
、
採
簾
予
定
月
規
筏
、
錦

歳
以
上
2
7
歳
宋
満
の
男
子
◆
試
験
期

縢
・
会
場
舞
受
付
晦
に
連
絡
し
ま
す

◆
試
験
種
目
・
内
容
轄
筆
記
試
験
、

鷺
述
試
験
、
適
疋
検
奮
、
場
体
検
奮

◆
問
い
舎
わ
せ
先
葬
趨
衛
隊
新
潟
地

方
連
絡
部
蕎
田
幕
集
事
務
所
費
0
2

5
5
…
2
3
｝
5
5
玉
9
嚇
蜘

　
集
立
膏
少
難
懸
修
セ
ン
タ
…
で
は
、

平
成
9
年
度
利
鰐
予
約
を
受
付
し
ま

す
．◆
受
付
闘
始
藝
平
成
8
葎
犯
月
2
撫

（
月
）
午
購
9
蒔
か
ら
◆
串
込
み
方
法

難
電
話
で
購
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
、

倣
0
2
5
6
－
7
7
…
2
王
王
－
か

装　
a
O
2
5
6
5
7
7
き
2
肇
i
護

F◆
利
嗣
で
き
る
礒
体
蓑
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
5
人
以
上
で
構
成
さ

れ
る
圃
体
①
小
学
盆
・
中
学
盆
・
蔑

校
蕊
・
大
学
生
等
②
霧
少
年
翻
体
サ

ー
ク
ル
③
欝
少
奪
指
導
者
・
教
員
。

欝
少
年
膏
成
懸
体
④
そ
の
勉
◆
必
要

経
費
襲
食
費
1
、
5
0
0
円
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
代
1
8
0
円
、
社
員
醗
修

等
は
玉
人
王
油
王
、
4
3
0
円
◆
問

い
倉
わ
せ
先
魏
集
立
轡
少
年
醗
修
セ

ン
タ
…
醗
修
課
　
嫁
藤
譲
で

㌧
累
3』
蝶

　
　
　
　
　
　
懲

ホ
ー
ル
を
開
放
！
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欄
鍵

ご
利
用
く
だ
さ
い
髪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奪2
鞭

　
東
北
電
力
十
段
町
営
藁
漸
　
管

皆
さ
ま
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
エ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
を
闘
放
い

た
し
ま
す
、
写
輿
、
絵
画
、
工
作
な

ど
の
作
贔
展
承
等
騰
ご
利
罵
く
だ
さ

い
。◆
場
勝
難
牽
顧
町
帯
窟
滋
瞬
1
…
5

東
北
電
力
十
鷺
町
営
業
所
内
コ
、
・
玉

ヨ
ブ
ィ
ー
ホ
ー
ル
（
7
0
ガ
）
◆
鯛
放

期
閥
糞
平
成
8
年
U
月
も
3
月
（
土
・

田
・
祭
総
を
除
く
）
月
ま
麟
王
週
間
、

を
限
度
と
し
ま
す
◆
購
放
時
間
疑
毎

縫
牟
蔚
9
時
か
ら
卑
後
4
時
ま
で

◆
利
胴
料
金
纏
無
料
◆
申
し
込
み
・

周
い
合
わ
せ
蓑
東
牝
電
力
（
株
）
十
照

購
営
業
所
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

ん
幽
馳
麟う
｛
⑳
う滋
撫
．
．

薫
そ
う
擢

　
葦
遜

幅
行
蔓
ぶ

霧
？

馨
滲
潔
球

　
　
罫

＄　
　
　
　
　
猶

β
　
　
ρ

穐

　
先
月
弩
の
2
ぺ
隆
ジ
、
平
成
7
年

度
の
会
計
溺
決
算
の
中
で
「
老
人
保

健
会
謙
し
の
残
額
が
誤
っ
て
掲
載
さ

れ
憲
し
た
、
残
額
の
9
9
8
万
円
は
、

9
9
万
8
千
円
の
誤
り
で
し
た
。
訂

鐙
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

レ

　
　
お

《
8
．

聾

　
Φ
　
4

　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
，
警

　
　
　
　
　
　
へ

〆
　
　
　
一

誘
ぴ
ホ

　
　
　
⇔

膨
の

滋
．
欝
朝

　
む

3

　，ら鹸鱒軌’．

9
も

’
9
輸銚

も
⇔

　
靱

へ〆

で

震！解

園
園
團
圏
圃

　
　
　
　
　
　
困
函
回

　
　
秋
は
収
穫
の
季
節
で
あ
り
、
都
内

各
地
で
双
穫
祭
や
物
産
展
が
行
わ
れ

　
て
い
る
。

　
　
牽
月
二
牽
灘
揖
に
は
文
鎌
躍
の
地

　
蔵
通
導
商
唐
街
の
収
穫
祭
が
行
わ
れ
、

　
松
之
山
麗
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
つ
か
み

　
取
り
が
好
評
だ
っ
た
．

　
　
購
意
し
た
穴
俵
の
米
は
約
　
聴
間

　
で
な
く
な
り
、
つ
か
み
取
り
に
参
舶

　
で
き
な
か
っ
た
入
は
大
変
残
念
が
っ

　
て
い
た
．

　
　
漁
問
で
は
魚
沼
産
躍
シ
ヒ
カ
リ
が

　
灘
物
の
よ
う
臓
扱
わ
れ
、
生
魔
量
を

　
は
る
か
に
超
え
る
ニ
セ
魚
沼
米
が
流

　
通
し
て
い
る
。

　
　
餓
候
や
嵐
土
が
似
て
い
る
の
に
山

　
一
つ
鶴
て
た
だ
け
で
魚
沼
産
と
頸
域

　
満
を
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
と
思
う
。

　
　
さ
て
、
十
月
二
十
五
鼠
か
ら
二
十

　
七
臼
ま
で
葛
錨
区
産
纂
フ
ェ
ア
が
鯛

　
催
さ
れ
、
松
之
山
の
農
産
物
が
飛
ぷ

　
よ
う
に
売
れ
た
。

　
　
都
会
で
は
な
か
な
か
乎
載
入
ら
な

　
い
ズ
イ
キ
や
糸
ウ
リ
を
目
灘
て
に
来

　
る
人
も
お
り
、
小
翼
は
出
す
そ
ば
か

　
ら
売
れ
て
し
ま
う
状
態
だ
っ
た
。

皿夢
雰
け
麹
あ
線
響
筆
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灘
馨
霧
籔
麹
麓
羅

　
ナ
メ
コ
は
百
グ
ラ
ム
の
袋
入
り
よ

り
も
軸
付
き
の
三
醤
グ
ラ
ム
パ
ッ
ク

の
方
が
良
く
売
れ
た
ひ

　
一
田
目
の
売
れ
行
き
を
見
れ
ば
今

後
何
が
不
懇
す
る
か
は
予
想
で
き
、

そ
の
補
充
体
翻
を
し
っ
か
り
し
て
お

れ
ば
売
る
品
物
が
な
い
な
ど
と
い
う

失
態
を
演
じ
な
く
て
済
む
。

　
今
月
十
五
藏
か
ら
十
七
鷺
に
は
東

康
ド
陛
ム
で
「
二
講
ー
に
い
が
た
の

祭
典
C
が
醐
催
さ
れ
る
。

　
三
顕
麟
で
三
十
万
人
以
上
来
場
す

る
と
予
想
さ
れ
、
商
最
補
充
の
善
し

悪
し
が
亮
り
上
げ
を
左
藤
す
る
だ
ろ

う
。
　
　
　
　
東
窟
事
務
斯
　
俊
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕪
離
．
．
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F

税
金
教
室
に
参
加
　
の

し
て
み
ま
せ
ん
か
　
練

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内

　
　
　
　
　
　
総
務
課
税
務
係
　
（

　
郡
内
の
み
な
さ
ん
を
対
象
賦
「
み

ん
な
で
税
紅
強
く
な
ろ
う
し
、
コ
つ

で
も
多
く
の
税
金
無
識
を
身
を
つ
け

よ
う
し
を
罎
標
に
糊
税
金
教
窯
》
を

鵜
催
し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
ご
近
所
お
誘
い
の
う
え

ご
参
触
く
だ
さ
い
。

◆
環
鋳
蛙
、
平
成
8
庫
難
月
婚
田
｛
容

肇
後
王
時
3
0
分
か
ら
（
2
蒔
聞
程
痩
）

◆
場
漸
難
浦
畷
原
村
中
央
公
磯
館
3

説の

藷
★
／

4
ん
薪
蔦
＼

ハ
一
．
》

ー
ぴ
』

※

踏
講
堂
◆
講
師
巽
轟
賠
税
務
署
、
烹

越
財
務
箏
務
所
◆
内
容
舞
く
　
し
と

税
金
、
所
得
税
と
住
罠
税
、
県
・
郷

村
か
ら
の
お
簿
ら
せ
◆
問
い
合
わ
せ

讐
松
之
山
購
役
場
総
務
諜
税
務
係
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

女
性
の
た
め
の
　
　
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚
s

健
康
相
談
を
開
催
獅
簾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
上
越
保
健
勝
　
費

　
上
越
保
健
所
で
は
、
焦
涯
を
通
じ

て
女
性
の
健
康
支
援
の
た
め
、
鎗
月

王
欝
よ
り
「
女
牲
の
た
め
の
、
健
康

相
談
会
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご

参
糠
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者
赫
思
春
鰯
か
ら
更
年
期
の

女
性
や
家
蕨
の
方
◆
相
談
内
容
騒
妊

娠
、
遷
妊
、
家
族
計
爾
、
不
姪
、
蔓

年
期
陣
審
等
女
性
の
心
身
の
健
康
に

関
す
る
全
般
的
な
相
談
に
旛
じ
ま
す
魯

◆
相
談
方
法
㍊
毎
月
…
回
保
健
所
に

お
い
て
相
談
会
を
闘
催
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
上
越
保
健
所
地
域
保
健
諜

へ
お
問
い
奮
わ
せ
く
だ
さ
い
．

　
｝
｝
｝
…
…
i
i
ー
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｝
i
ξ
多
…
ヨ
i
・
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…
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｝
ー
…
i
i

　
ご
参
加
く
だ
さ
い
　
　
鉗

　
リ
ゾ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
駈
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
き

　
　
　
嬢
奪
で
毒
茎
饗

　
新
潟
県
お
よ
び
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・

リ
ゾ
ー
ト
新
潟
整
備
鑑
進
協
議
会
が

叢
縫
し
て
、
「
リ
ゾ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
穏

を
闘
簾
し
ま
す
。
内
容
は
「
魅
力
あ

　
る
リ
ゾ
ー
ト
づ
く
り
を
毒
え
る
し
で

す
。
参
撫
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期

瞬
ま
で
に
お
癖
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
疑
聴
§
平
成
8
鰯
難
月
2
0
鶏
（
水
）

午
後
玉
蒔
闘
会
◆
余
場
蛙
小
出
郷
文

化
会
館
（
北
魚
沼
郡
小
出
郷
）
◆
参

掬
費
難
無
料
（
た
だ
し
、
建
轟
は
先

藩
謝
名
ま
で
）
◆
購
し
込
み
・
問
い

脅
わ
せ
先
暮
参
加
餐
の
住
漸
、
氏
名
、

職
業
（
会
社
名
〉
、
電
額
番
弩
を
記

入
の
上
は
が
き
、
猟
、
ま
た
は
電
話

で
お
聯
し
込
み
く
だ
さ
い
。
新
潟
県

庁
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室
韓
費
内
線
｛
2
4

　
　
　
ぺ

0
7
）
猟
0
2
5
…
2
8
5
－
3
7
g
o

交差点事故を

　防止しましょう

論Q演1　急影奏
　　　　衛

…

個
別
訪
問
の
産
業
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欄
鈴

保
健
相
談
を
開
始
鮒
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
き

　
十
臼
町
広
域
保
健
セ
ン
タ
嚢
　
費

　
労
働
省
委
託
事
業
で
労
働
者
数
5
纏

人
未
満
事
業
所
を
対
象
に
偶
劉
訪
閥

産
業
保
健
相
談
（
無
料
）
闘
始

　
当
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
…
で
は
、

毎
週
健
康
相
談
窓
欝
を
醐
設
し
て
い

ま
す
が
、
次
の
と
お
り
個
携
訪
問
に

よ
る
産
業
保
健
槻
談
（
無
料
〉
を
実

施
し
ま
す
。
鷹
麟
が
票
業
噺
へ
お
飼

い
し
、
保
健
．
雛
療
等
の
掘
談
に
の
り

親
切
に
指
導
し
ま
す
。
お
、
澱
軽
艦
．
」

利
湧
く
だ
さ
い
。

　
《
樹
談
・
指
導
の
主
な
内
容
》

①
健
康
診
断
結
果
に
基
づ
き
、
健
康

　
管
理
に
関
す
る
相
談
・
助
欝
な
ど

②
希
望
に
よ
り
、
職
場
の
巡
観
や
職

趨馴犠

　
場
環
境
改
善
に
関
す
る
助
舞
な
ど

③
保
健
・
鷹
療
｝
般
に
関
す
る
相
談
・

　
励
舞
（
講
話
な
ど
）

④
そ
の
飽
、
事
業
斬
の
希
望
事
項

《
闘
始
時
潮
》

　
平
成
8
年
鎗
月
か
ら

《
串
し
込
み
先
・
連
絡
先
》

　
十
田
購
広
域
圏
産
業
保
健
セ
ン
タ

ー
（
十
鷺
町
布
中
魚
沼
郡
医
師
会
事

　
　
　
　
ズ

務
所
内
）
独
0
2
S
7
…
5
2
－
5

9
8
0

ま
れ
る
期
闘
や
対
象
疾
患
な
ど
は
次

の
と
お
り
で
す
。
次
の
事
項
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
相
談
・

検
登
を
受
け
て
く
だ
さ
い
、

◆
受
診
期
聞
讐
昭
稲
5
3
奪
か
ら
昭
和

63
年
ま
で
◆
対
象
疾
患
翼
①
新
生
兇

出
撫
症
（
新
生
兜
メ
レ
ナ
等
）
等
の

新
生
兇
疾
患
や
未
熟
兇
で
生
ま
れ
た

子
ど
も
②
解
硬
変
や
翻
症
肝
炎
等
の

肝
臓
症
患
の
愚
巻
③
か
な
り
の
串
血

を
俘
う
乎
術
を
受
け
た
人
◆
問
い
禽

わ
せ
先
蓑
新
潟
緊
禰
祉
保
健
部
健
康

対
策
課
特
定
保
健
係
へ

‘2

H
－
V
感
染
の
無

料
検
査
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
県
福
祉
保
健
部

費紐25－

235－55難

　
鷹
療
機
関
で
葬
撫
熱
漁
液
凝
圃
照

子
製
襯
を
投
与
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
不
安
を
抱
い
て
い
る
患
餐
の
み

な
さ
ん
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、

保
健
所
で
鑑
名
の
絹
談
や
検
畳
（
無

料
〉
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
撫
液
製
剤
が
投
与
さ
れ
た
と
見
込

陸
・
海
・
空
の

自
衛
官
を
募
集

　
　
　
　
趨
霞
募
集
事
務
漸

　
防
衛
庁
で
は
、

姪癖255－
　　23－55緯

　
　
　
　
　
　
　
来
春
入
掌
の
宙
衛

窟
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
の

◆
募
集
自
衛
宮
篶
2
等
陸
・
海
．
窒

士
◆
募
集
朗
闘
暮
薙
間
を
通
じ
て
受

付
て
い
ま
す
◆
旛
墓
資
格
装
聞
本
麟

？

籍
を
衛
し
、
採
簾
予
定
月
規
筏
、
錦

歳
以
上
2
7
歳
宋
満
の
男
子
◆
試
験
期

縢
・
会
場
舞
受
付
晦
に
連
絡
し
ま
す

◆
試
験
種
目
・
内
容
轄
筆
記
試
験
、

鷺
述
試
験
、
適
疋
検
奮
、
場
体
検
奮

◆
問
い
舎
わ
せ
先
葬
趨
衛
隊
新
潟
地

方
連
絡
部
蕎
田
幕
集
事
務
所
費
0
2

5
5
…
2
3
｝
5
5
玉
9
嚇
蜘

　
集
立
膏
少
難
懸
修
セ
ン
タ
…
で
は
、

平
成
9
年
度
利
鰐
予
約
を
受
付
し
ま

す
．◆
受
付
闘
始
藝
平
成
8
葎
犯
月
2
撫

（
月
）
午
購
9
蒔
か
ら
◆
串
込
み
方
法

難
電
話
で
購
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
、

倣
0
2
5
6
－
7
7
…
2
王
王
－
か

装　
a
O
2
5
6
5
7
7
き
2
肇
i
護

F◆
利
嗣
で
き
る
礒
体
蓑
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
5
人
以
上
で
構
成
さ

れ
る
圃
体
①
小
学
盆
・
中
学
盆
・
蔑

校
蕊
・
大
学
生
等
②
霧
少
年
翻
体
サ

ー
ク
ル
③
欝
少
奪
指
導
者
・
教
員
。

欝
少
年
膏
成
懸
体
④
そ
の
勉
◆
必
要

経
費
襲
食
費
1
、
5
0
0
円
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
代
1
8
0
円
、
社
員
醗
修

等
は
玉
人
王
油
王
、
4
3
0
円
◆
問

い
倉
わ
せ
先
魏
集
立
轡
少
年
醗
修
セ

ン
タ
…
醗
修
課
　
嫁
藤
譲
で

㌧
累
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蝶

　
　
　
　
　
　
懲

ホ
ー
ル
を
開
放
！
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欄
鍵

ご
利
用
く
だ
さ
い
髪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奪2
鞭

　
東
北
電
力
十
段
町
営
藁
漸
　
管

皆
さ
ま
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
エ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
を
闘
放
い

た
し
ま
す
、
写
輿
、
絵
画
、
工
作
な

ど
の
作
贔
展
承
等
騰
ご
利
罵
く
だ
さ

い
。◆
場
勝
難
牽
顧
町
帯
窟
滋
瞬
1
…
5

東
北
電
力
十
鷺
町
営
業
所
内
コ
、
・
玉

ヨ
ブ
ィ
ー
ホ
ー
ル
（
7
0
ガ
）
◆
鯛
放

期
閥
糞
平
成
8
年
U
月
も
3
月
（
土
・

田
・
祭
総
を
除
く
）
月
ま
麟
王
週
間
、

を
限
度
と
し
ま
す
◆
購
放
時
間
疑
毎

縫
牟
蔚
9
時
か
ら
卑
後
4
時
ま
で

◆
利
胴
料
金
纏
無
料
◆
申
し
込
み
・

周
い
合
わ
せ
蓑
東
牝
電
力
（
株
）
十
照

購
営
業
所
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

ん
幽
馳
麟う
｛
⑳
う滋
撫
．
．

薫
そ
う
擢

　
葦
遜

幅
行
蔓
ぶ

霧
？

馨
滲
潔
球

　
　
罫

＄　
　
　
　
　
猶

β
　
　
ρ

穐

　
先
月
弩
の
2
ぺ
隆
ジ
、
平
成
7
年

度
の
会
計
溺
決
算
の
中
で
「
老
人
保

健
会
謙
し
の
残
額
が
誤
っ
て
掲
載
さ

れ
憲
し
た
、
残
額
の
9
9
8
万
円
は
、

9
9
万
8
千
円
の
誤
り
で
し
た
。
訂

鐙
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

レ

　
　
お

《
8
．

聾

　
Φ
　
4

　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
，
警

　
　
　
　
　
　
へ

〆
　
　
　
一

誘
ぴ
ホ

　
　
　
⇔

膨
の

滋
．
欝
朝

　
む

3

　，ら鹸鱒軌’．

9
も

’
9
輸銚

も
⇔

　
靱

へ〆

で

震！解

園
園
團
圏
圃

　
　
　
　
　
　
困
函
回

　
　
秋
は
収
穫
の
季
節
で
あ
り
、
都
内

各
地
で
双
穫
祭
や
物
産
展
が
行
わ
れ

　
て
い
る
。

　
　
牽
月
二
牽
灘
揖
に
は
文
鎌
躍
の
地

　
蔵
通
導
商
唐
街
の
収
穫
祭
が
行
わ
れ
、

　
松
之
山
麗
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
つ
か
み

　
取
り
が
好
評
だ
っ
た
．

　
　
購
意
し
た
穴
俵
の
米
は
約
　
聴
間

　
で
な
く
な
り
、
つ
か
み
取
り
に
参
舶

　
で
き
な
か
っ
た
入
は
大
変
残
念
が
っ

　
て
い
た
．

　
　
漁
問
で
は
魚
沼
産
躍
シ
ヒ
カ
リ
が

　
灘
物
の
よ
う
臓
扱
わ
れ
、
生
魔
量
を

　
は
る
か
に
超
え
る
ニ
セ
魚
沼
米
が
流

　
通
し
て
い
る
。

　
　
餓
候
や
嵐
土
が
似
て
い
る
の
に
山

　
一
つ
鶴
て
た
だ
け
で
魚
沼
産
と
頸
域

　
満
を
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
と
思
う
。

　
　
さ
て
、
十
月
二
十
五
鼠
か
ら
二
十

　
七
臼
ま
で
葛
錨
区
産
纂
フ
ェ
ア
が
鯛

　
催
さ
れ
、
松
之
山
の
農
産
物
が
飛
ぷ

　
よ
う
に
売
れ
た
。

　
　
都
会
で
は
な
か
な
か
乎
載
入
ら
な

　
い
ズ
イ
キ
や
糸
ウ
リ
を
目
灘
て
に
来

　
る
人
も
お
り
、
小
翼
は
出
す
そ
ば
か

　
ら
売
れ
て
し
ま
う
状
態
だ
っ
た
。
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麓
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ナ
メ
コ
は
百
グ
ラ
ム
の
袋
入
り
よ

り
も
軸
付
き
の
三
醤
グ
ラ
ム
パ
ッ
ク

の
方
が
良
く
売
れ
た
ひ

　
一
田
目
の
売
れ
行
き
を
見
れ
ば
今

後
何
が
不
懇
す
る
か
は
予
想
で
き
、

そ
の
補
充
体
翻
を
し
っ
か
り
し
て
お

れ
ば
売
る
品
物
が
な
い
な
ど
と
い
う

失
態
を
演
じ
な
く
て
済
む
。

　
今
月
十
五
藏
か
ら
十
七
鷺
に
は
東

康
ド
陛
ム
で
「
二
講
ー
に
い
が
た
の

祭
典
C
が
醐
催
さ
れ
る
。

　
三
顕
麟
で
三
十
万
人
以
上
来
場
す

る
と
予
想
さ
れ
、
商
最
補
充
の
善
し

悪
し
が
亮
り
上
げ
を
左
藤
す
る
だ
ろ

う
。
　
　
　
　
東
窟
事
務
斯
　
俊
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕪
離
．
．
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ー
創
F
寸
1

浦田保膏所ぽくの絵わたしの絵

〈うさぎ線〉
むらやまひろ　さ

村出博紀くん

〈中療・票や〉

賊

くじゃくがえさをたべているところ

くじゃく¢）し、っ1潔力雪うまく叢けました

　　　　　　お　　　　花

ノ罫さい種からノ罫さい花、中くらいの種から中

くらいの花、大きい種から大きい花が咲くんだよ

麟
　
挙

　〈うさぎ紹〉
く　ほ　たさとみ

久保霞理美さん

　（蓉根・鶉七〉

”月播揖～控月15βの予定

15顕　ニューにいがたの祭典

　　　〈東窟ドーム、～17iヨ〉

　　　婦人バレーボール大会

玉7購　山留松之撫学園収穫祭

19欝　リハビリ教室

28黛麗道353号小谷工区竣工

n臼　年末交還事故防止運動

　　　（～12／31〉

14日　温泉スキー場オープン

こよみ
沁肩のできごと

6欝　きのこ狩り大会

鎗浸　ゆとり駅伝大会

　　　きのこ狩り大会

19臼　安吾まつり

2蟹ヨ　衆議院・票知事選挙

27Ei　町農業祭、芸能祭

29臼　農業委員会総会

編
集
室
か
ら

▼
今
年
の
紅
葉
は
、
本
当
に
き
れ
い

で
し
た
。
こ
ん
な
に
鮮
や
か
に
色
づ

い
た
紅
葉
は
、
い
ま
ま
で
に
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
モ
ミ
ジ
の

歩
が
ひ
と
き
わ
霞
を
引
き
鮮
や
か
で

し
た
。
そ
れ
と
オ
オ
バ
ク
ロ
モ
ジ
の

黄
色
も
実
に
き
れ
い
で
し
た
。
▼
先

臼
、
深
坂
錬
ま
で
鵠
か
け
て
き
ま
し

た
。
す
で
に
ブ
ナ
は
葉
を
落
と
し
、

白
い
幹
が
い
っ
そ
う
白
く
輝
い
て
見

え
ま
し
た
．
そ
の
姿
を
カ
メ
ラ
に
お

さ
め
よ
う
と
カ
メ
ラ
マ
ン
が
大
勢
。

新
緑
の
こ
ろ
の
プ
ナ
も
す
て
き
で
す

が
、
こ
の
蒔
朗
の
ブ
ナ
も
ま
た
魅
力

的
で
す
。
練
は
ま
も
な
く
銀
燈
界
へ
。
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㊧團回團

窃《欝み《罵鷲》

高澤カヲルさん　87歳

　　　　　　大荒戸（小祭屋）

高橋民次郎さん　71歳

　　　　　　湯本（中道〉
高橋　トクさん　89歳

　　　　　　天水島（鉄京）

※鐙月三臼から鍵羅までの雇繊分です。

※広報に載せてほしくない方は、雇爵のとき

　に窓口にお語ください．

き動町Xの
　　　　　　　　n月1罎現養

総人鷺3，457人（一8〉

　　男1，676入（一藁）

　　女1，7別人（…4）

世帯数王，焉6戸（…6）

（〉内は蔚月と¢）比較

垂

温泉定休　8
隊｝ 1温泉センター1翠の湯

”月
14
　　　28

15
　　30

，12月 12
　　26

冬期休業

鳳
，瓢…

広報

’

黛

湯潔泌懲幽鱈蹴臆徽泌翼緬岬．
　　葦つのや馨’

発弩ε1匹単械8徽2趨嚥纒集・発行／鳳，之山彫愛場総務譲

挙鯉一・王4影薦票灘賊葛鰍之1鵬大字松之雌瀧勇駕L今25弱鴫一・3糊鉱獅聯9略一3灘

トンネルができて、本当によかったね
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G　l／に上籔池トンネル竣工祝賀会）

　　　　　　今月号の主な内容

王22年の歴史に幕、東趨小が統合へ…………2～3

小谷バイパス開通、上鍛池トンネル竣工…専・塾4～5

農業委員会通信、津南衛生綴合からお願い…6～7

みんなの広場／名老酉選に4名認定・・一……8～9

わだい・フォト／松中5（）周年記念式輿………m～員

お織らせ／償却資産の硝欝は忘れずに………i4～15
12N．，、。


